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本
稿
は
前
稿
「『
太
平
広
記
』
訳
注　

―
巻
四
百
二
十
一
「
龍
」
五
（
下
）

―
」（『
国
語
国
文
学
研
究
』
第
五
十
二
号 

二
〇
二
一
年
）
に
続
き
、『
太

平
広
記
』の
巻
四
百
二
十
三
に
収
め
ら
れ
た
十
五
話
の
訳
注
で
あ
る
。『
太

平
広
記
』
は
北
宋
の
初
め
に
編
纂
さ
れ
た
小
説
を
集
め
た
類
書
で
あ
る
。

本
書
は
日
本
の
説
話
文
学
に
影
響
を
与
え
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
お
り
、

そ
の
訳
注
を
行
う
こ
と
は
今
後
の
中
国
文
学
・
日
本
文
学
双
方
の
研
究
に

資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
考
え
る
。

　

ま
た
こ
れ
は
平
成
十
七
年
七
月
十
四
日
よ
り
始
ま
っ
た
『
太
平
広
記
』

読
書
会
の
成
果
の
一
部
で
も
あ
る
。
当
読
書
会
は
熊
本
大
学
所
属
の
教
員

を
中
心
に
し
て
、
他
大
学
の
教
員
や
学
生
、
社
会
人
な
ど
、
所
属
の
枠
に

と
ら
わ
れ
ず
広
く
集
ま
っ
た
有
志
に
よ
る
会
で
あ
り
、
今
後
も
『
太
平
広

記
』
を
読
み
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　

前
号
で
記
し
た
通
り
、
当
研
究
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
世
界
的

大
流
行
を
受
け
て
、
令
和
二
年
一
月
三
十
日
開
催
の
第
二
百
十
三
回
を

も
っ
て
休
会
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
屋
敷
が
個
人
で
作
業

を
継
続
し
て
い
る
。
一
日
も
早
く
教
育
・
研
究
活
動
が
旧
に
復
す
る
こ
と

を
切
に
願
っ
て
い
る
。

　

底
本
、
参
考
文
献
、
及
び
字
体
に
つ
い
て
は
「『
太
平
広
記
』
訳
注　

―
巻
四
百
十
八
「
龍
」
一
（
上
）
―
」（『
国
語
国
文
学
研
究
』
第
四
十
三

号 

二
〇
〇
八
年
）
及
び
「『
太
平
広
記
』
訳
注　

―
巻
四
百
二
十
「
龍
」

三
（
下
）
―
」（『
国
語
国
文
学
研
究
』
第
四
十
八
号 

二
〇
一
三
年
）
に

記
し
た
通
り
で
あ
る
。
作
品
番
号
は
前
稿
の
続
き
と
す
る
。

　

な
お
前
号
ま
で
は
紙
幅
の
問
題
で
各
巻
を
上
下
に
分
割
し
て
い
た
が
、

熊
本
大
学
文
学
部
国
語
国
文
学
会
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
今
号
よ
り
分
割
せ

ず
に
巻
ご
と
に
掲
載
す
る
。

○
44
「
盧
君
暢
」

〔
本
文
〕

　

故
東
都
留
守
判
官
祠
部
郞
中
范
陽
盧
君
暢
爲
白
衣
時
、
僑
居
漢
上
。
嘗

一
日
、
獨
驅
郊
野
、
見
二
白
犬
腰
甚
長
、
而
其
臆
豐
。
飄
然
若
墜
、
倶
馳

走
田
閒
。
盧
訝
其
異
於
常
犬
、
因
立
馬
以
望
。

　

俄
而
其
犬
倶
跳
入
於
一
湫
中
。
已
而
湫
浪
汎
騰
、
旋
有
二
白
龍
自
湫
中

『
太
平
広
記
』
訳
注

―
―
巻
四
百
二
十
三
「
龍
」
六
―
―

太
平
広
記
読
書
会
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起
。
雲
氣
噎
空
、
風
雷
大
震
。
盧
懼
甚
、
鞭
馬
而
歸
。
未
及
行
數
里
、
衣

盡
沾
濕
。
方
悟
二
犬
乃
龍
也
。（
出
『
宣
室
志
』）

〔
訓
読
〕

　

故も
と

の
東
都
留
守
判
官
祠
部
郎
中
范
陽
の
盧
君
暢
白
衣
為
り
し
時
、

漢
上
に
僑
居
す
。
嘗
て
一
日
、
独
り
郊
野
に
駆
る
に
、
二
白
犬
の
腰
甚

だ
長
く
、
而
し
て
其
の
臆む
ね

豊
か
な
る
を
見
る
。
飄
然
と
し
て
墜
つ
る
が

若
く
、
倶
に
田
間
に
馳
走
す
。
盧
其
の
常
犬
に
異
な
れ
る
を
訝い
ぶ
か

り
、
因

り
て
馬
を
立
て
て
以
て
望
む
。

　

俄
か
に
し
て
其
の
犬
倶
に
跳
ね
て
一
湫
中
に
入
る
。
已
に
し
て
湫
浪 

汎
騰
し
、
旋つ

い
で
二
白
竜
の
湫
中
よ
り
起
こ
る
有
り
。
雲
気
空
を
噎ふ
さ

ぎ
、

風
雷
大
い
に
震
ふ
。
盧
懼お
そ

る
る
こ
と
甚
だ
し
く
、
馬
に
鞭
う
ち
て
帰
る
。

未
だ
数
里
を
行
く
に
及
ば
ざ
る
に
、
衣
尽
く
沾て
ん

湿し
つ

す
。
方は
じ

め
て
二
犬
は

乃
ち
竜
な
る
を
悟
る
な
り
。

〔
語
注
〕

○
東
都
留
守
判
官　
「
東
都
留
守
」
は
唐
代
洛
陽
に
置
か
れ
た
官
で
、
洛

陽
の
行
政
を
管
掌
す
る
最
高
長
官
。「
判
官
」
は
そ
の
属
官
。
○
祠
部
郞

中　

尚
書
省
礼
部
祠
部
司
の
長
官
で
、
従
五
品
上
。
祠
祀
・
享
祭
・
天

文
・
漏
刻
・
国
忌
・
廟
諱
・
卜
筮
・
医
薬
・
僧
・
尼
の
こ
と
を
掌
る
。
○

范
陽　

県
名
。
現
在
の
河
北
省
涿
州
市
あ
た
り
。
な
お
范
陽
の
盧
氏
は
名

家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。『
隋
唐
嘉
話
』
巻
中
に
「
高
宗
朝
、
以
太
原
王
、

范
陽
盧
、
滎
陽
鄭
、
淸
河
博
陵
二
崔
、
隴
西
趙
郡
二
李
等
七
姓
、
恃
其
族

望
、
恥
與
他
姓
爲
婚
、
乃
禁
其
自
姻
娶
。
于
是
不
敢
復
行
婚
禮
、
密
裝
飾

其
女
以
送
夫
家
。」（
高
宗
朝
、
太
原
の
王
、
范
陽
の
盧
、
滎
陽
の
鄭
、
清

河
博
陵
の
二
崔
、
隴
西
趙
郡
の
二
李
等
七
姓
、
其
の
族
望
を
恃た
の

み
、
他
姓

と
婚
を
為
す
を
恥
づ
る
を
以
て
、
乃
ち
其
の
自
ら
姻
娶
す
る
を
禁
ず
。
是

に
于
い
て
敢
へ
て
復
た
婚
礼
を
行
は
ず
、
密
か
に
其
の
女
を
装
飾
し
て
以

て
夫
の
家
に
送
る
。）
と
あ
る
。
○
盧
君
暢　

未
詳
。
両
『
唐
書
』
に
は

見
え
な
い
。
○
白
衣　

無
位
無
冠
の
人
。「
布
衣
」
に
同
じ
。
○
漢
上　

漢
水
の
ほ
と
り
。
漢
水
は
陝
西
省
に
源
を
発
し
、
湖
北
省
の
漢
口
で
長
江

に
注
ぐ
川
。
○
立
馬　

馬
を
立
ち
止
ま
ら
せ
る
。
○
湫　

池
。
水
た
ま
り
。

○
噎
空　

空
一
面
に
広
が
る
こ
と
を
言
う
か
。「
噎
」
は
ふ
さ
ぐ
の
意
。

○
『
宣
室
志
』　

晩
唐
・
張
読
（
八
三
四
～
八
六
六
）
が
編
纂
し
た
小
説

集
。
既
に
散
佚
し
て
お
り
、
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
明
代
の
輯

本
（
十
巻
・
補
遺
一
巻
）
の
み
で
あ
る
。
こ
の
話
は
現
行
本
に
は
収
め
ら

れ
て
い
な
い
。

〔
訳
文
〕

　

元
東
都
留
守
判
官
、
祠
部
郎
中
で
あ
っ
た
范
陽
の
盧
君
暢
が
ま
だ
官
職

に
就
く
前
、
漢
水
の
畔
に
仮
住
ま
い
し
て
い
た
。
か
つ
て
あ
る
日
、
独
り

で
郊
外
で
馬
を
走
ら
せ
て
い
た
と
こ
ろ
、
腰
が
と
て
も
長
く
、
胸
部
が
太

い
白
犬
を
二
匹
見
か
け
た
。
風
に
吹
か
れ
て
落
ち
て
き
た
よ
う
で
、
並
ん

で
畑
の
中
を
走
っ
て
行
っ
た
。
盧
は
た
だ
の
犬
で
は
な
い
と
不
思
議
に
思

い
、
そ
こ
で
馬
を
止
め
て
眺
め
て
い
た
。

　

突
然
そ
の
犬
達
は
池
の
中
に
飛
び
込
ん
で
い
っ
た
。
そ
し
て
池
の
波
が

沸
き
立
ち
、
ま
も
な
く
二
頭
の
白
竜
が
池
の
中
か
ら
現
れ
た
。
雲
が
空
一

面
に
広
が
り
、
風
や
雷
が
鳴
り
響
い
た
。
盧
は
と
て
も
怖
く
な
っ
て
、
馬

に
鞭
を
入
れ
て
帰
っ
た
。
ま
だ
数
里
（
一
里
＝
五
五
九
．
八
ｍ
）
も
行
か
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な
い
内
に
、
衣
服
は
ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ
で
や
っ
と
あ

の
二
匹
の
犬
は
な
ん
と
竜
で
あ
っ
た
の
だ
と
分
か
っ
た
。

○
45
「
元
義
方
」

〔
本
文
〕

　

元
義
方
使
新
羅
、
發
鷄
林
州
、
遇
海
島
。
中
有
泉
、
舟
人
皆
汲
飮
之
。

忽
有
小
蛇
自
泉
中
出
。
海
師
遽
曰
、「
龍
怒
。」
遂
發
。

　

未
數
里
、
風
雲
雷
電
皆
至
、
三
日
三
夜
不
絶
。
及
雨
霽
、
見
遠
岸
城
邑
、

乃
莱
州
。（
出
『
國
史
補
』）

〔
訓
読
〕

　

元
義
方
新
羅
に
使
ひ
し
、
鶏
林
州
を
発
す
る
に
、
海
島
に
遇
ふ
。
中

に
泉
有
り
、
舟
人
皆
汲
み
て
之
を
飲
む
。
忽
ち
小
蛇
有
り
て
泉
中
よ
り

出
づ
。
海
師
遽に
は

か
に
曰
ふ
、「
竜
怒
れ
り
」
と
。
遂
に
発
す
。

　

未
だ
数
里
な
ら
ず
し
て
、
風
雲
雷
電
皆
至
り
、
三
日
三
夜
絶
え
ず
。

雨
の
霽は

る
る
に
及
び
、
遠
岸
の
城
邑
を
見
る
に
、
乃
ち
莱
州
な
り
。

〔
語
注
〕

○
元
義
方　

？
～
八
一
三
。
華
州
参
軍
、
京
兆
府
司
録
、
虢
商
二
州
刺
史
、

福
建
監
察
使
な
ど
の
地
方
官
を
歴
任
、
そ
の
後
李
吉
甫
に
京
兆
尹
と
し
て

呼
び
戻
さ
れ
る
。
し
か
し
李
絳
に
憎
ま
れ
て
鄜
坊
観
察
使
と
し
て
再
び
地

方
に
出
さ
れ
る
。
死
後
、
左
散
騎
常
侍
を
贈
ら
れ
る
。『
新
唐
書
』
巻
二

百
一
「
文
藝
伝
」
に
伝
が
あ
る
。
た
だ
し
聶
清
風
『
唐
国
史
補
校
注
』（
中

華
書
局 

二
〇
二
一
年
）
は
、
新
羅
に
赴
い
た
の
は
元
義
方
で
は
な
く
、

弟
の
元
季
方
で
あ
る
と
い
う
。『
新
唐
書
』
巻
二
百
一
「
文
藝
伝
・
元
季

方
」
に
は
「
弟
季
方
、
擧
明
經
、
調
楚
丘
尉
、
歴
殿
中
侍
御
史
。
…
（
中

略
）
…
王
叔
文
用
事
、
憚
季
方
不
爲
用
、
以
兵
部
郞
中
使
新
羅
。」（
弟
季

方
、
明
経
に
挙
げ
ら
れ
、
楚
丘
の
尉
に
調
せ
ら
れ
、
殿
中
侍
御
史
を
歴
。

…
（
中
略
）
…
王
叔
文 

事
を
用
ふ
る
に
、
季
方
の
用
を
為
さ
ざ
る
を
憚は
ば
か

り
、
兵
部
郎
中
を
以
て
新
羅
に
使
ひ
せ
し
む
。）
と
あ
る
。
○
新
羅　

古

代
、
朝
鮮
南
東
部
に
あ
っ
た
国
の
名
。
七
世
紀
中
頃
に
朝
鮮
半
島
全
土
を

ほ
ぼ
統
一
し
た
が
、
十
世
紀
初
め
に
高
麗
に
よ
っ
て
滅
ぼ
さ
れ
た
。
○
鷄

林
州　

も
と
新
羅
の
別
称
、
後
に
は
朝
鮮
半
島
全
体
の
称
。
こ
こ
で
は
新

羅
そ
の
も
の
の
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
周
辺
の
地
域
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

○
海
師　

海
船
を
操
る
人
。
○
莱
州　

州
名
。
現
在
の
山
東
省
青
島
市
と

煙
台
市
西
部
辺
り
。
○
『
國
史
補
』　
『
唐
国
史
補
』
に
同
じ
。
唐
の
李
肇

の
撰
。
三
巻
。
唐
の
開
元
年
間
（
七
一
三
～
七
四
一
）
か
ら
長
慶
年
間

（
八
二
一
～
八
二
四
）
ま
で
の
人
物
の
言
行
や
瑣
事
に
つ
い
て
載
せ
る
。

唐
代
の
歴
史
・
文
学
・
社
会
風
俗
の
史
料
を
記
載
す
る
。
こ
の
話
は
巻
下

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

元
義
方
は
新
羅
に
使
者
と
し
て
赴
き
、
鶏
林
州
を
出
発
し
た
が
、
海
中

の
島
に
た
ど
り
着
い
た
。
島
に
は
泉
が
あ
っ
た
の
で
、
船
員
は
皆
そ
の
水

を
汲
ん
で
飲
ん
だ
。
す
る
と
突
然
、
泉
の
中
か
ら
小
さ
な
蛇
が
出
て
き
た
。

船
長
は
慌
て
て
「
竜
が
怒
っ
た
ぞ
。」
と
言
い
、
そ
の
ま
ま
船
を
出
し
た
。

　

ま
だ
数
里
（
一
里
＝
五
五
九
．
八
ｍ
）
も
進
ま
な
い
内
に
、
風
や
雲
、

雷
な
ど
が
起
こ
り
、
三
日
三
晩
止
ま
な
か
っ
た
。
雨
が
晴
れ
る
と
遠
く
の

岸
に
町
が
見
え
た
の
だ
が
、
何
と
莱
州
で
あ
っ
た
。
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○
46
「
平
昌
井
」

〔
本
文
〕

　

平
昌
城
舊
與
荊
水
通
、
有
神
龍（
龍
字
原
闕
。
據
明
鈔
本
、
陳
校
本
補
。）

出
入
焉
。
故
名
龍
城
。

　

外
國
有
寺
曰
咀
呵
羅
。
寺
有
神
龍
住
米
倉
中
。
奴
取
米
、
龍
輒
却
。
奴

若
常
取
米
、
龍
即
不
與
。
倉
中
米
若
盡
、
奴
向
龍
拜
、
倉
即
盈
溢
。（
出

『
外
國
事
』）

〔
訓
読
〕

　

平
昌
城
旧も
と

荊
水
と
通
じ
、
神
竜
の
出
入
す
る
有
り
。
故
に
竜
城
と
名

づ
く
。

　

外
国
に
寺
有
り
咀そ

呵か

羅ら

と
曰
ふ
。
寺
に
神
竜
の
米
倉
中
に
住
ま
ふ
有

り
。
奴
米
を
取
ら
ば
、
竜 

輒
ち
却
く
。
奴 
若
し
常
に
米
を
取
ら
ば
、

竜
即
ち
与
へ
ず
。
倉
中
の
米
若
し
尽
く
れ
ば
、
奴
竜
に
向
か
ひ
て
拝

し
、
倉
即
ち
盈
溢
す
。

〔
語
注
〕

○
平
昌　

県
名
。
現
在
の
山
東
省
商
河
県
。
張
国
風
『
太
平
広
記
会
校
』

（
北
京
燕
山
出
版
社 

二
〇
一
一
年
）
は
『
藝
文
類
聚
』
巻
九
十
六
に
し

た
が
っ
て
、
冒
頭
に
「
斉
地
記
曰
」
の
四
字
を
補
う
。
○
荊
水　

荊
州
を

流
れ
る
川
で
あ
ろ
う
が
、
特
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
○
『
外
國
事
』　

『
隋
書
』
経
籍
志
に
記
載
は
無
い
が
、『
二
十
五
史
補
編
』
所
収
の
『
補

晋
書
藝
文
志
』
の
類
に
は
『
外
国
事
』『
外
国
図
』『
外
国
伝
』
の
書
名
が

見
え
、
著
者
を
「
僧
支
載
」「
支
僧
載
」
と
す
る
。『
水
経
注
』
な
ど
に
見

ら
れ
る
佚
文
を
見
る
限
り
で
は
、
西
域
諸
国
の
地
理
や
伝
承
に
つ
い
て
記

し
た
書
の
よ
う
で
あ
る
。

〔
訳
文
〕

　

平
昌
城
は
昔
荊
州
を
流
れ
る
川
と
繋
が
っ
て
お
り
、
神
竜
が
出
入
り
し

て
い
た
。
そ
の
た
め
「
竜
城
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

外
国
に
「
咀そ

呵か

羅ら

」
と
い
う
寺
が
あ
る
。
こ
の
寺
に
は
米
倉
に
住
み
着

い
た
神
竜
が
い
る
。
召
使
い
が
米
を
取
り
に
行
く
と
、
竜
は
そ
の
た
び
に

身
を
隠
し
て
い
た
。
し
か
し
召
使
い
が
い
つ
も
米
を
取
り
に
行
く
よ
う
に

な
る
と
、
竜
は
米
を
渡
さ
な
く
な
っ
た
。
倉
の
中
の
米
が
尽
き
た
ら
、
召

使
い
が
竜
に
拝
礼
す
る
と
、
倉
は
す
ぐ
に
一
杯
に
な
る
の
で
あ
っ
た
。

○
47
「
虎
頭
骨
宥
」

〔
本
文
〕

　

南
中
旱
、
即
以
長
繩
緊
虎
頭
骨
、
投
有
龍
處
。
入
水
、
即
數
人
牽
制
不

定
。
俄
頃
、
雲
起
潭
中
、
雨
亦
隨
降
。（
出
『
尚
書
故
實
』）

〔
訓
読
〕

　

南
中
旱ひ
で
り

あ
ら
ば
、
即
ち
長
縄
を
以
て
虎
の
頭
骨
を
緊し

め
、
竜
有
る
の

処
に
投
ず
。
水
に
入
れ
ば
、
即
ち
数
人
牽
制
し
て
定
め
ず
。
俄
頃
に
し

て
、
雲
潭
中
よ
り
起
こ
り
、
雨
も
亦
た
随
ひ
て
降
る
。

〔
語
注
〕

○
南
中　

南
方
の
地
。
○
牽
制　

引
き
つ
け
て
自
由
に
さ
せ
な
い
。
○

『
尚
書
故
實
』　

晩
唐
・
李
綽
が
編
纂
し
た
小
説
集
。
広
明
年
間
（
八
八
〇

～
八
八
一
）、
鄭
州
中
牟
県
に
乱
を
逃
れ
て
い
た
折
、
尚
書
の
張
某
に
出

会
っ
て
聞
い
た
話
を
ま
と
め
た
も
の
。
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〔
訳
文
〕

　

南
方
で
は
日
照
り
が
あ
る
と
、
長
い
縄
で
虎
の
頭
蓋
骨
を
縛
り
、
竜
が

い
る
所
に
投
げ
込
む
。
水
に
入
っ
た
ら
、
数
人
で
引
っ
張
っ
て
固
定
し
な

い
。
す
る
と
急
に
雲
が
淵
の
中
か
ら
沸
い
て
き
て
、
す
ぐ
に
雨
が
降
る
の

で
あ
る
。

○
48
「
法
喜
寺
」

〔
本
文
〕

　

政
陽
郡
東
南
有
法
喜
寺
。
去
郡
遠
百
里
、
而
正
居
渭
水
西
。
唐
元
和
末
、

寺
僧
有
頻
夢
一
白
龍
者
自
渭
水
來
、
止
於
佛
殿
西
楹
。
蟠
遶
且
久
、
乃
直

東
而
去
。
明
日
則
雨
。
如
是
者
數
矣
。

　

其
僧
異
之
、
因
語
與
人
。
人
曰
、「
福
地
蓋
神
祗
所
居
、
固
龍
之
宅
也
。

而
佛
寺
亦
爲
龍
所
依
焉
。
故
釋
氏
有
天
龍
八
部
、
其
義
在
矣
。
況
郊
野
外

寺
、
殿
宇
淸
敞
、
爲
龍
之
止
、
不
亦
宜
乎
。
願
以
土
龍
置
於
寺
楹
閒
、
且

用
識
其
夢
也
。」
僧
召
工
、
合
土
爲
偶
龍
、
具
告
其
状
、
而
於
殿
西
楹
置

焉
。
功
畢
、
甚
得
雲
閒
勢
。
蜿
蜒
鱗
鬣
、
曲
盡
其
妙
。
雖
丹
靑
之
巧
、
不

能
加
也
。

　

至
長
慶
初
、
其
寺
居
人
有
偃
於
外
門
者
、
見
一
物
從
西
軒
直
出
。
飄
飄

然
若
升
雲
状
、
飛
馳
出
寺
、
望
渭
水
而
去
。
夜
將
分
、
始
歸
西
軒
下
。
細

而
視
之
、
果
白
龍
也
。
明
日
因
告
寺
僧
。
僧
奇
之
。

　

又
數
日
、
寺
僧
盡
赴
村
民
會
齋
去
、
至
午
方
歸
。
因
入
殿
視
、
像
龍
已

失
矣
。
寺
僧
且
歎
且
異
、
相
顧
語
曰
、「
是
龍
也
。
雖
假
以
土
、
尚
能
變

化
無
方
。
去
莫
知
其
適
、
來
莫
究
其
自
。
果
靈
物
乎
。」
及
晩
、
有
陰
雲

起
於
渭
水
、
俄
而
將
逼
殿
宇
。
忽
有
一
物
自
雲
中
躍
而
出
、
指
西
軒
以
入
。

寺
僧
懼
驚
、
且
視
之
、
乃
見
像
龍
已
在
西
楹
上
。
迫
而
觀
之
、
其
龍
鬐
鬣

鱗
角
、
若
盡
沾
濕
。
自
是
因
以
鐵
鎖
系
之
。

　

其
後
里
中
有
旱
澇
、
祈
禱
之
、
應
若
影
響
。（
出
『
宣
室
志
』）

〔
訓
読
〕

　

政
陽
郡
の
東
南
に
法
喜
寺
有
り
。
郡
を
去
る
こ
と
遠
く
百
里
、
而
し
て

渭
水
の
西
に
正
居
す
。
唐
の
元
和
末
、
寺
僧
に
頻し
き

り
に
夢
に
一
白
竜
を
み

る
者
有
り 

渭
水
よ
り
来
た
り
て
、
仏
殿
の
西
楹
に
止と
ど

ま
る
。
蟠
遶
す
る

こ
と
且し
ば
ら

く
久
し
く
し
て
、
乃
ち
東
に
直あ
た

り
て
去
る
。
明
日
則
ち
雨
ふ
る
。

是
の
如
き
者
数し
ば

し
ば
。

　

其
の
僧 

之
を
異
と
し
、
因
り
て
語
り
て
人
と
与と
も

に
す
。
人
曰
く
、「
福

地
は
蓋
し
神
祗
の
居
る
所
な
れ
ば
、
固も
と

よ
り
竜
の
宅
な
ら
ん
。
而
し
て
仏

寺
も
亦
た
竜
の
依
る
所
と
為
る
。
故
に
釈
氏
に
天
竜
八
部
有
り
、
其
の
義

在
り
。
況
ん
や
郊
野
の
外
寺
、
殿
宇 

清せ
い
し
や
う敞

に
し
て
、
竜
の
止
と
為
る
は
、

亦
た
宜
し
か
ら
ず
や
。
願
は
く
は
土
竜
を
以
て
寺
の
楹
間
に
置
き
、
且
く

用
て
其
の
夢
を
識し
る

せ
」
と
。
僧
工
を
召
し
、
土
を
合
し
て
偶
竜
と
為
さ

し
め
、
具つ
ぶ
さ

に
其
の
状
を
告
げ
、
而
し
て
殿
の
西
楹
に
於
い
て
置
か
し
む
。

功
畢を

は
り
、
甚
だ
雲
間
の
勢
を
得
た
り
。
蜿え
ん

蜒え
ん

鱗り
ん

鬣れ
ふ

、
曲つ
ぶ
さ

に
其
の
妙
を

尽
く
す
。
丹
青
の
巧
と
雖
も
、
加
ふ
る
能
は
ざ
る
な
り
。

　

長
慶
の
初
め
に
至
り
、
其
の
寺
の
居
人
に
外
門
に
偃い
こ

ふ
者
有
り
、
一
物

の
西
軒
よ
り
直
ち
に
出
づ
る
を
見
る
。
飄
飄
然
と
し
て
升
雲
の
状
の
如
く
、

飛
馳
し
て
寺
よ
り
出
で
、
渭
水
を
望
み
て
去
る
。
夜 

将
に
分な
か

ば
な
ら
ん

と
し
、
始
め
て
西
軒
の
下
に
帰
る
。
細く
は

し
く
し
て
之
を
視
れ
ば
、
果
し
て
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白
竜
な
り
。
明
日
因
り
て
寺
僧
に
告
ぐ
。
僧
之
を
奇
と
す
。

　

又
た
数
日
、
寺
僧 

尽
く
村
民
の
会
斎
に
赴
き
て
去ゆ

き
、
午
に
至
り
て

方は
じ

め
て
帰
る
。
因
り
て
殿
に
入
り
て
視
れ
ば
、
像
竜
已
に
失
へ
り
。
寺

僧
且か

つ
歎
じ
且
つ
異
と
し
、
相
顧
み
て
語
り
て
曰
く
、「
是
竜
な
り
。

仮
る
に
土
を
以
て
す
と
雖
も
、
尚
ほ
能
く
変
化
す
る
こ
と
方
無
し
。
去
け

ば
其
の
適ゆ

く
と
こ
ろ
を
知
る
莫
く
、
来
れ
ば
其
の
よ
る
と
こ
ろ
を
究
む
る

莫
し
。
果
し
て
霊
物
な
る
か
」
と
。
晩
に
及
び
、
陰
雲
有
り
て
渭
水
よ
り

起
こ
り
、
俄
か
に
し
て
将
に
殿
宇
に
逼せ
ま

ら
ん
と
す
。
忽
ち
一
物
の
雲
中
よ

り
躍
り
て
出
づ
る
有
り
、
西
軒
を
指
し
て
以
て
入
る
。
寺
僧
懼
驚
し
、

且
つ
之
を
視
れ
ば
、
乃
ち
像
竜
の
已
に
西
楹
の
上
に
在
る
を
見
る
。
迫
り

て
之
を
観
れ
ば
、
其
の
竜
鬐き
れ
ふ鬣

鱗
角
、
尽
く
沾て
ん

湿し
つ

す
る
が
若
し
。
是
よ

り
因
り
て
鉄
鎖
を
以
て
之
を
系つ
な

ぐ
。

　

其
の
後
里
中
に
旱か
ん

澇ら
う

有
り
て
、
之
に
祈
禱
せ
ば
、
応
影
響
の
若
し
。

〔
語
注
〕

○
政
陽
郡　

未
詳
。
○
法
喜
寺　

未
詳
。
四
庫
全
書
本
は
「
法
善
寺
」
に

作
る
が
、
そ
れ
も
未
詳
。
○
渭
水　

川
の
名
。
甘
粛
省
定
西
市
渭
河
県
の

北
西
に
源
を
発
し
て
陝
西
省
を
東
流
し
、
洛
水
と
合
流
し
て
潼
関
県
で
黄

河
に
注
ぐ
。
○
楹　

丸
く
て
太
い
柱
。
棟
木
と
並
ん
で
、
家
屋
を
支
え
る

最
も
大
事
な
部
分
の
一
つ
。
○
福
地　

神
仙
の
住
ま
う
場
所
。
道
観
や
仏

寺
を
指
し
て
言
う
。
○
釋
氏　

釈
迦
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
仏
教
の
こ
と
。

○
天
龍
八
部　

八
部
衆
の
こ
と
。
天
・
竜
を
始
め
と
す
る
仏
法
守
護
の
八

神
、
す
な
わ
ち
天
・
竜
・
夜
叉
・
乾
闥
婆
・
阿
修
羅
・
迦
楼
羅
・
緊
那

羅
・
摩
睺
羅
伽
を
言
う
。
○
外
寺　

未
詳
。
城
外
の
寺
の
こ
と
を
言
う
か
。

○
淸
敞　
「
敞
」
は
広
い
。
清
ら
か
で
広
々
と
し
て
い
る
こ
と
。
○
龍
之

止　
「
止
」
は
鳥
な
ど
が
住
ま
う
こ
と
。
こ
こ
で
は
竜
の
住
処
の
こ
と
。

○
偶
龍　
「
偶
」
は
偶
像
。
塑
像
の
竜
の
こ
と
。
○
鱗
鬣　

う
ろ
こ
と
ひ

れ
。「
鬣
」
は
魚
や
竜
の
顎
の
横
に
あ
る
小
ひ
れ
。
○
丹
靑　

丹
砂
と
青

雘
。
赤
と
青
の
絵
の
具
の
材
料
に
な
る
石
。
こ
こ
で
は
絵
の
具
の
こ
と
。

○
軒　

長
廊
の
こ
と
。
建
物
を
繋
ぐ
渡
り
廊
下
。
○
會
齋　
「
齋さ
い

會え

」
に

同
じ
か
。
斎
会
は
僧
侶
を
集
め
て
斎
食
を
施
す
法
会
。
○
影
響　

影
と
響

き
。
形
に
影
が
あ
り
、
声
に
響
き
が
あ
る
よ
う
に
、
関
係
の
密
接
な
さ
ま
。

又
、
相
応
ず
る
さ
ま
。
こ
こ
で
は
祈
る
と
必
ず
御
利
益
が
あ
る
こ
と
。
○

『
宣
室
志
』　

晩
唐
・
張
読
（
八
三
四
～
八
六
六
）
が
編
纂
し
た
小
説
集
。

既
に
散
佚
し
て
お
り
、
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
明
代
の
輯
本

（
十
巻
・
補
遺
一
巻
）
の
み
で
あ
る
。
こ
の
話
は
現
行
本
に
は
収
め
ら
れ

て
い
な
い
。

〔
訳
文
〕

　

政
陽
郡
の
東
南
に
法
喜
寺
が
あ
る
。
郡
の
役
所
か
ら
は
百
里
（
五
五
．

九
八
㎞
）
も
離
れ
て
お
り
、
渭
水
の
西
に
真
っ
直
ぐ
臨
ん
で
い
る
。
唐
の

元
和
年
間
（
八
〇
六
～
八
二
〇
）
の
末
、
僧
が
白
竜
が
渭
水
か
ら
や
っ
て

来
て
仏
殿
の
西
の
柱
に
止
ま
り
、
し
ば
ら
く
の
間
蟠
わ
だ
か
ま

っ
て
い
る
と
、

真
っ
直
ぐ
東
へ
向
か
っ
て
去
る
と
い
う
夢
を
何
度
も
見
て
、
翌
日
は
雨
が

降
る
と
い
う
事
が
何
度
か
起
こ
っ
た
。

　

そ
の
僧
は
不
思
議
な
こ
と
だ
と
思
い
、
そ
こ
で
人
に
話
し
た
。
聞
い
た

人
は
「
め
で
た
き
地
は
恐
ら
く
神
の
い
ま
す
地
で
し
ょ
う
か
ら
、
も
と
も

と
竜
の
住
処
で
す
。
そ
し
て
仏
寺
と
い
う
の
も
竜
に
身
を
寄
せ
ら
れ
る
も
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の
で
す
。
だ
か
ら
仏
教
に
は
天
竜
八
部
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
の
意
味
は

こ
こ
に
在
る
の
で
す
。
ま
し
て
や
人
里
離
れ
た
郊
外
の
寺
で
、
仏
殿
は
清

浄
で
広
々
し
て
い
る
と
な
れ
ば
、
竜
の
留
ま
る
と
こ
ろ
と
し
て
は
ぴ
っ
た

り
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ど
う
か
土
の
竜
を
寺
の
柱
の
所
に
安
置

し
て
、
ち
ょ
っ
と
そ
の
夢
の
証
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。」
と

言
っ
た
。
僧
は
職
人
を
呼
ん
で
土
を
練
っ
て
塑
像
の
竜
を
作
ら
せ
る
と
、

細
か
く
そ
の
状
態
を
話
し
て
、
仏
殿
の
西
の
柱
に
安
置
さ
せ
た
。
作
業
が

終
わ
る
と
、
ま
さ
し
く
雲
の
間
に
い
る
か
の
よ
う
だ
っ
た
。
う
ね
う
ね
と

し
た
様
や
鱗
や
ひ
れ
、
ど
れ
も
精
巧
な
出
来
栄
え
だ
っ
た
。
絵
画
の
達
人

で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
以
上
の
も
の
は
で
き
な
い
程
で
あ
っ
た
。

　

長
慶
年
間
（
八
二
一
～
八
二
四
）
の
初
め
、
そ
の
寺
の
住
人
が
外
門
で

休
ん
で
い
る
と
、
西
の
渡
り
廊
下
か
ら
真
っ
直
ぐ
に
出
て
く
る
物
が
あ
っ

た
。
風
に
た
な
び
く
様
は
立
ち
昇
る
雲
の
よ
う
で
、
寺
か
ら
飛
び
出
し
て
、

渭
水
に
向
か
っ
て
飛
ん
で
い
っ
た
。
真
夜
中
頃
に
な
っ
て
、
や
っ
と
西
の

渡
り
廊
下
の
と
こ
ろ
に
帰
っ
て
き
た
。
よ
く
見
て
み
る
と
、
確
か
に
白
竜

で
あ
っ
た
。
翌
日
そ
こ
で
僧
に
告
げ
た
。
僧
は
不
思
議
な
こ
と
だ
と
思
っ

た
。

　

更
に
数
日
後
、
僧
達
は
皆
村
人
の
法
事
に
出
か
け
、
昼
頃
に
な
っ
て

や
っ
と
帰
っ
て
き
た
。
そ
し
て
仏
殿
に
入
っ
て
見
る
と
、
竜
の
像
は
無
く

な
っ
て
い
た
。
僧
は
嘆
い
た
り
不
思
議
に
思
っ
た
り
し
て
、
顔
を
見
合
わ

せ
て
「
こ
れ
は
竜
で
あ
る
。
土
で
真
似
た
だ
け
だ
と
は
申
せ
、
そ
れ
で
も

極
ま
り
な
く
変
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
行
け
ば
何
処
へ
行
っ
た
か
も
分

か
ら
ず
、
来
れ
ば
何
処
か
ら
来
た
か
も
分
か
ら
ぬ
。
確
か
に
霊
物
で
あ
ろ

う
。」
と
言
い
あ
っ
た
。
日
が
暮
れ
る
と
、
暗
雲
が
渭
水
か
ら
沸
き
起
こ

り
、
急
に
仏
殿
に
近
づ
い
て
き
た
。
突
然
雲
の
中
か
ら
躍
り
出
た
物
が
あ

り
、
西
の
渡
り
廊
下
を
指
し
て
入
っ
て
い
っ
た
。
僧
が
驚
い
て
見
て
み
る

と
、
何
と
竜
の
像
が
西
の
柱
の
上
に
あ
る
の
が
見
え
た
。
近
づ
い
て
見
る

と
、
そ
の
竜
は
ひ
れ
も
鱗
も
角
も
、
皆
濡
れ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
。
そ
こ

で
そ
れ
か
ら
は
鉄
の
鎖
で
繋
い
で
お
く
こ
と
に
し
た
。

　

そ
の
後
、
里
で
旱
魃
や
長
雨
の
折
に
こ
の
像
に
祈
る
と
、
確
か
に
御
利

益
が
あ
っ
た
。

○
49
「
龍
廟
」

〔
本
文
〕

　

汾
水
貫
太
原
而
南
注
。
水
有
二
橋
、
其
南
橋
下
嘗
有
龍
見
。
由
是
架
龍

廟
於
橋
下
。

　

故
相
國
令
狐
楚
居
守
北
都
時
、
有
一
龍
自
廟
中
出
。
傾
都
士
女
皆
縱
觀
。

近
食
頃
、
方
拏
奮
而
去
。
旋
有
震
雷
暴
雨
焉
。

　

又
明
年
秋
、
汾
水
延
溢
。
有
一
白
蛇
自
廟
中
出
。
既
出
而
廟
屋
墔
圮
、

其
橋
亦
壞
。
時
唐
太
和
初
也
。（
出
『
宣
室
志
』）

〔
訓
読
〕

　

汾
水
太
原
を
貫
き
て
南
に
注
ぐ
。
水
に
二
橋
有
り
、
其
の
南
橋
の
下

に
嘗
て
竜
の
見あ
ら
は

る
る
有
り
。
是
に
由
り
て
竜
廟
を
橋
下
に
架
す
。

　

故も
と

の
相
国
令
狐
楚
北
都
に
居
守
せ
し
時
、
一
竜
の
廟
中
よ
り
出
づ
る

有
り
。
傾
都
の
士
女
皆
縦
ほ
し
い
ま
ま

に
観
る
。
食
頃
に
近
く
し
て
、
方は
じ

め
て
拏だ

奮ふ
ん

し
て
去
る
。
旋つ

い
で
震
雷
暴
雨
有
り
。
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又
た
明
年
の
秋
、
汾
水
延
溢
す
。
一
白
蛇
の
廟
中
よ
り
出
づ
る
有
り
。

既
に
出
づ
れ
ば
廟
屋
墔さ
い

圮ひ

し
、
其
の
橋
も
亦
た
壊く
づ

る
。
時
に
唐
の
太
和

の
初
め
な
り
。

〔
語
注
〕

○
汾
水　

川
の
名
。
山
西
省
寧
武
県
に
源
を
発
し
、
山
西
盆
地
を
貫
流
し

て
黄
河
に
注
ぐ
。
○
太
原　

現
在
の
山
西
省
太
原
市
。
○
相
國　

秦
代
に

設
け
ら
れ
た
官
だ
が
、
隋
唐
代
以
降
は
宰
相
の
尊
称
。
○
令
狐
楚　

七
六

六
～
八
三
七
。
字
は
殻
士
。
貞
元
七
年
（
七
九
一
）
の
進
士
。
父
が
太
原

府
功
曹
で
あ
っ
た
た
め
太
原
に
い
た
。
翌
年
桂
州
刺
史
王
拱
に
用
い
ら
れ

た
が
、
一
年
で
辞
め
て
太
原
に
戻
っ
た
。
そ
の
後
、
太
原
で
役
人
と
し
て

重
く
用
い
ら
れ
た
。
元
和
五
年
（
八
一
〇
）
頃
に
中
央
に
入
っ
て
さ
ら
に

要
職
を
歴
任
、
憲
宗
期
に
は
中
書
舎
人
か
ら
同
中
書
門
下
平
章
事（
宰
相
）

に
至
っ
た
。
穆
宗
期
に
朝
廷
内
の
派
閥
争
い
の
た
め
地
方
に
転
出
、
各
地

の
節
度
使
を
歴
任
し
、
開
成
二
年
（
八
三
七
）
に
山
南
西
道
節
度
使
と
し

て
任
地
で
没
し
た
。『
旧
唐
書
』
巻
百
七
十
二
、『
新
唐
書
』
巻
百
六
十
六

に
伝
が
あ
る
。
郁
賢
皓
『
唐
刺
史
考
全
編
』（
安
徽
大
学
出
版
社
二
〇
〇

〇
年
）
に
拠
れ
ば
、
令
狐
楚
は
大
和
六
年
（
八
三
二
）
か
ら
七
年
（
八
三

三
）
の
間
、
右
僕
射
兼
太
原
尹
、
北
都
留
守
、
河
東
節
度
使
で
あ
っ
た
の

で
、「
唐
太
和
初
」
と
い
う
の
と
符
合
す
る
。
○
北
都　

現
在
の
山
西
省

太
原
市
の
西
南
辺
り
。
長
寿
元
年
（
六
九
二
）
に
并
州
に
北
都
が
置
か
れ

た
が
、
後
に
太
原
府
に
改
め
ら
れ
、
神
竜
元
年
（
七
〇
五
）
に
廃
さ
れ
た
。

開
元
十
一
年
（
七
二
三
）
に
再
び
置
か
れ
た
が
、
天
宝
元
年
（
七
四
二
）

に
は
北
京
と
改
め
ら
れ
、
さ
ら
に
上
元
三
年
（
七
六
二
）
に
は
北
都
に
戻

さ
れ
た
。
○
傾
都　

街
中
の
人
全
て
。「
傾
国
」「
傾
城
」
等
と
同
じ
か
。

○
拏
奮　
「
拏
」
は
つ
か
む
。
こ
こ
で
は
雲
を
つ
か
ん
で
天
に
昇
っ
た
こ

と
を
言
う
か
。
○
『
宣
室
志
』　

晩
唐
・
張
読
（
八
三
四
～
八
六
六
）
が

編
纂
し
た
小
説
集
。
既
に
散
佚
し
て
お
り
、
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
る
の

は
、
明
代
の
輯
本
（
十
巻
・
補
遺
一
巻
）
の
み
で
あ
る
。
こ
の
話
は
現
行

本
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な
い
。

〔
訳
文
〕

　

汾
水
は
太
原
を
通
り
抜
け
て
南
に
注
い
で
い
る
。
汾
水
に
は
橋
が
二
本

か
か
っ
て
お
り
、
南
の
橋
の
下
に
は
嘗
て
竜
が
現
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ

こ
で
橋
の
下
に
は
竜
の
廟
が
建
て
ら
れ
て
い
る
。

　

元
相
国
の
令
狐
楚
が
北
都
を
治
め
て
い
た
頃
、
一
頭
の
竜
が
廟
の
中
か

ら
出
て
き
た
。
都
中
の
男
女
が
自
由
に
見
物
に
来
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、

や
っ
と
雲
を
つ
か
ん
で
去
っ
て
い
っ
た
。
ま
も
な
く
雷
と
大
雨
が
吹
き
荒

れ
た
。

　

ま
た
明
年
の
秋
、
汾
水
が
氾
濫
し
た
。
一
匹
の
白
い
蛇
が
廟
の
中
か
ら

出
て
き
た
。
白
い
蛇
が
出
て
く
る
と
廟
の
建
物
は
倒
壊
し
、
橋
も
落
ち
て

し
ま
っ
た
。
唐
の
太
和
年
間
（
八
二
七
～
八
三
五
）
の
初
め
の
こ
と
で
あ

る
。

○
50
「
豢
龍
者
」

〔
本
文
〕

　

牛
僧
孺
鎭
襄
州
日
、
以
久
旱
、
祈
禱
無
應
。
有
處
士
自
云
豢
龍
者
、
公

請
致
雨
。
處
士
曰
、「
江
漢
閒
無
龍
、
獨
一
湫
泊
中
有
之
。
黑
龍
也
。
強
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驅
逐
之
、
慮
爲
災
、
難
制
。」
公
固
命
之
。
果
有
大
雨
、
漢
水
漫
漲
、
漂

溺
萬
戸
。
處
士
懼
罪
、
亦
亡
去
。（
出
『
尚
書
故
實
』）

〔
訓
読
〕

　

牛
僧
孺 
襄
州
を
鎮
せ
し
の
日
、
久
し
く
旱ひ
で
り

す
る
を
以
て
、
祈
祷
す
る

も
応
無
し
。
処
士
有
り
て
自
ら
豢
竜
者
と
云
へ
ば
、
公
雨
を
致
さ
ん
こ

と
を
請
ふ
。
処
士
曰
く
、「
江
漢
の
間
に
竜
無
く
、
独た

だ
一
湫
泊
中
に
之

有
る
の
み
。
黒
竜
な
り
。
強
ひ
て
之
を
駆
逐
せ
ば
、
災
ひ
を
為
し
、
制
し

難
か
ら
ん
こ
と
を
慮
る
」
と
。
公
固
く
之
に
命
ず
。
果
し
て
大
雨
有
り
、

漢
水
漫
漲
し
、
万
戸
を
漂
溺
す
。
処
士
罪
せ
ら
る
る
を
懼お
そ

れ
、
亦
た
亡に

げ
去
る
。

〔
語
注
〕

○
牛
僧
孺　

七
七
九
～
八
四
七
。
字
は
思
黯
。
貞
元
二
十
一
年（
八
〇
五
）

の
進
士
。
時
の
宰
相
李
吉
甫
の
怒
り
を
買
い
、
更
に
そ
の
子 

李
徳
裕
と

対
立
し
て
牛
李
の
党
争
を
展
開
し
た
。
武
宗
の
時
、
党
争
の
激
化
か
ら
循

州
長
史
に
左
遷
さ
れ
、
宣
宗
の
時
に
召
し
戻
さ
れ
て
太
子
少
師
と
な
っ
た
。

没
後
、
太
尉
を
追
贈
さ
れ
、
諡
は
文
簡
。
著
に
『
玄
怪
録
』
十
巻
が
あ
る
。

『
旧
唐
書
』
巻
百
七
十
二
、『
新
唐
書
』
巻
百
七
十
四
に
伝
が
あ
る
。
郁
賢

皓
『
唐
刺
史
考
全
編
』（
安
徽
大
学
出
版
社 

二
〇
〇
〇
年
）
に
拠
れ
ば
、

牛
僧
孺
が
襄
州
刺
史
で
あ
っ
た
の
は
開
成
三
年
（
八
三
九
）
か
ら
会
昌
元

年
（
八
四
一
）
の
こ
と
。
○
襄
州　

州
名
。
現
在
の
湖
北
省
襄
陽
市
一
帯
。

○
豢
龍
者　
「
豢
龍
之
官
」
に
同
じ
で
、
竜
を
飼
う
こ
と
を
司
る
官
。『
史

記
』
巻
二
「
夏
本
紀
」
に
「
陶
唐
既
衰
、
其
后
有
劉
累
、
學
擾
龍
于
豢
龍

氏
、
以
事
孔
甲
。
孔
甲
賜
之
姓
、
曰
御
龍
氏
。」（
陶
唐 

既
に
衰
へ
、
其

の
后
劉
累
な
る
も
の
有
り
、
竜
を
擾な

ら
す
を
豢
竜
氏
に
学
び
、
以
て
孔

甲
に
事つ
か

ふ
。
孔
甲
之
に
姓
を
賜
ひ
、
御
竜
氏
と
曰
ふ
。）
と
あ
る
。
○
湫

泊　

池
。
水
た
ま
り
。
○
『
尚
書
故
實
』　

晩
唐
・
李
綽
が
編
纂
し
た
小

説
集
。
広
明
年
間
（
八
八
〇
～
八
八
一
）、
鄭
州
中
牟
県
に
乱
を
逃
れ
て

い
た
折
、
尚
書
の
張
某
に
出
会
っ
て
聞
い
た
話
を
ま
と
め
た
も
の
。

〔
訳
文
〕

　

牛
僧
孺
が
襄
州
を
治
め
て
い
た
頃
、
長
く
日
照
り
が
続
い
た
の
で
雨
乞

い
の
祈
禱
を
行
っ
た
が
、
効
果
が
無
か
っ
た
。
そ
こ
へ
竜
使
い
で
あ
る
と

名
乗
る
処
士
が
現
れ
た
の
で
、
牛
僧
孺
は
雨
乞
い
を
依
頼
し
た
。
処
士
は

「
川
の
中
に
は
竜
は
居
ら
ず
、
池
の
中
に
し
か
居
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
そ

れ
は
黒
竜
な
の
で
、
無
理
に
追
い
立
て
る
と
災
厄
を
も
た
ら
し
、
止
め
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
危
惧
し
ま
す
。」
と
答
え
た
。
し
か

し
牛
僧
孺
は
強
く
雨
乞
い
を
命
じ
た
。
果
た
し
て
大
雨
が
降
っ
て
漢
水
は

氾
濫
し
、
多
く
の
家
が
流
さ
れ
た
。
処
士
は
処
罰
さ
れ
る
こ
と
を
恐
れ
て
、

逃
亡
し
て
し
ま
っ
た
。

○
51
「
孔
威
」

〔
本
文
〕

　

唐
咸
通
末
、
舒
州
刺
史
孔
威
進
龍
骨
一
具
。
因
有
表
録
其
事
状
云
、「
州

之
桐
城
縣
善
政
鄕
百
姓
胡
擧
、
有
靑
龍
鬪
死
於
庭
中
。
時
四
月
、
尚
有
繭

箔
在
庭
。
忽
雲
雷
暴
起
、
聞
雲
中
撃
觸
聲
。
血
如
釃
雨
、
灑
繭
箔
上
。
血

不
汚
箔
、
漸
旋
結
聚
、
可
拾
置
掌
上
。
須
臾
、
令
人
冷
痛
入
骨
。
初
龍
拕

尾
及
地
、
繞
一
泔
桶
、
即
騰
身
入
雲
。
及
雨
、
悉
是
泔
也
。
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龍
既
死
、
剖
之
。
喉
中
有
大
瘡
。
凡
長
十
餘
尺
、
身
尾
相
半
。
尾
本
褊

薄
、
鱗
鬣
皆
魚
。
唯
有
鬚
長
二
丈
、
其
足
有
赤
膜
翳
之
。
雙
角
各
長
二
丈
、

其
腹
相
（
明
鈔
本
相
作
光
。）
自
齟
齬
。

　

時
遣
大
雲
倉
使
督
而
送
州
、
以
肉
重
不
能
全
擧
。
乃
剸
之
爲
數
十
段
、

載
之
赴
官
。（
出
『
唐
年
補
録
』）

〔
訓
読
〕

　

唐
の
咸
通
末
、
舒
州
刺
史
孔
威
竜
骨
一
具
を
進
む
。
因
り
て
表
有
り

て
其
の
事
状
を
録
し
て
云
ふ
、「
州
の
桐
城
県
善
政
郷
の
百
姓
胡
挙
、
青

竜
の
庭
中
に
闘
死
す
る
有
り
。
時
に
四
月
に
し
て
、
尚な

ほ
繭け
ん

箔は
く

の
庭
に
在

る
有
り
。
忽
ち
雲
雷
暴に
は

か
に
起
こ
り
、
雲
中
に
撃
触
の
声
を
聞
く
。
血

釃り

雨う

の
如
く
、
繭
箔
の
上
に
灑そ
そ

ぐ
。
血
箔
を
汚
さ
ず
、
漸
く
旋め
ぐ

り
て
結

聚
し
、
掌
上
に
拾
置
す
べ
し
。
須
臾
に
し
て
、
人
を
し
て
冷
痛
骨
に
入

ら
し
む
。
初
め
竜
尾
を
拕ひ

き
て
地
に
及
び
、
一
泔
桶
を
繞め
ぐ

り
て
、
即
ち

身
を
騰あ

げ
て
雲
に
入
ら
ん
と
す
。
雨
ふ
る
に
及
び
、
悉
く
是
泔
な
り
。

　

竜
既
に
死
し
、
之
を
剖さ

く
。
喉
中
に
大
瘡
有
り
。
凡
そ
長た
け

十
余
尺
、

身
尾
相
半
ば
す
。
尾
本も
と

褊
薄
に
し
て
、
鱗り
ん

鬣れ
ふ

皆
魚
の
ご
と
し
。
唯
だ
鬚ひ
げ

の
長
さ
二
丈
な
る
有
り
、
其
の
足
に
赤
膜
有
り
て
之
を
翳お
ほ

ふ
。
双
角 
各お
の

お
の
長
さ
二
丈
、
其
の
腹
相
自
ら
齟そ

齬ご

す
。

　

時
に
大
雲
倉
使
を
遣や

り
て
督
し
て
州
に
送
ら
し
む
る
も
、
肉
の
重
き
を

以
て
全
挙
す
る
能
は
ず
。
乃
ち
之
を
剸き

り
て
数
十
段
と
為
し
、
之
を
載
せ

て
官
に
赴
く
」
と
。

〔
語
注
〕

○
舒
州　

現
在
の
安
徽
省
潜
山
県
辺
り
。
○
孔
威　

未
詳
。
郁
賢
皓
『
唐

刺
史
考
全
編
』（
安
徽
大
学
出
版
社
二
〇
〇
〇
年
）
は
こ
の
話
に
基
づ
い

て
咸
通
年
間
（
八
六
〇
～
八
七
四
）
末
の
舒
州
刺
史
と
し
て
挙
げ
、
さ
ら

に
『
新
唐
書
』
巻
七
十
五
下
「
宰
相
世
系
表
」
の
曲
阜
孔
氏
の
表
で
、
給

事
中
孔
戣
（
七
五
二
～
八
二
四
）
の
弟
に
「
威
」
の
名
が
あ
る
こ
と
を
指

摘
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
官
職
名
の
記
載
は
無
い
。
○
桐
城
縣　

県
名
。

現
在
の
安
徽
省
安
慶
市
。
○
善
政
鄕　

未
詳
。
○
胡
擧　

未
詳
。
○
繭
箔　

ま
ぶ
し
。
養
蚕
に
用
い
る
道
具
で
、
蚕
を
入
れ
て
繭
を
作
ら
せ
る
も
の
。

○
釃　

う
す
ざ
け
。
○
泔　

米
の
と
ぎ
汁
。
○
鱗
鬣　

う
ろ
こ
と
ひ
れ
。

「
鬣
」
は
魚
や
竜
の
顎
の
横
に
あ
る
小
ひ
れ
。
○
齟
齬　

か
み
あ
わ
な
い

こ
と
。
平
ら
か
で
な
い
こ
と
。
こ
こ
で
は
腹
の
表
面
が
で
こ
ぼ
こ
し
て
い

る
こ
と
を
言
う
か
。
○
大
雲
倉
使　

官
職
名
と
思
わ
れ
る
が
、
未
詳
。
白

話
訳
は
み
な
原
文
の
ま
ま
。
似
た
名
前
の
官
職
と
し
て
は
、「
監
倉
使
」

「
監
大
倉
使
」
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
出
納
や
飲
食
を
司
る
官
で
あ
る
。
○

『
唐
年
補
録
』　
『
直
斎
書
録
解
題
』
は
五
代
・
賈
緯
の
撰
、
陶
宗
儀
『
説

郛
』（
宛
山
堂
本
）
は
唐
・
馬
揔
撰
。
陳
振
孫
『
直
斎
書
録
解
題
』
巻
四

「
編
年
」
類
に
「
後
晉
起
居
郞
史
館
修
撰
獲
鹿
賈
緯
撰
。
以
武
宗
後
無
實

録
、
故
爲
此
書
。
終
唐
末
、
其
實
補
實
録
之
缺
也
。
雖
論
次
多
缺
誤
、
而

事
跡
麤
存
、
亦
有
補
於
史
氏
。」（
後
晋
起
居
郎
史
館
修
撰 

獲
鹿 

賈
緯
撰
。

武
宗
の
後 

実
録
無
き
を
以
て
、
故
に
此
の
書
を
為
す
。
唐
末
に
終
わ
り
、

其
の
実 

実
録
の
缺
を
補
ふ
な
り
。
論
次 

缺
誤
多
し
と
雖
も
、
而
れ
ど
も

事
跡 
麤ほ

ぼ
存
せ
ば
、
亦
た
史
氏
を
補
ふ
有
り
。）
と
あ
り
、
唐
の
武
宗

（
在
位
八
四
〇
～
八
四
六
）
以
降
、
実
録
が
無
い
の
を
補
う
べ
く
作
成
さ

れ
た
と
い
う
。
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〔
訳
文
〕

　

唐
の
咸
通
年
間
（
八
六
〇
～
八
七
四
）
の
末
、
舒
州
刺
史
の
孔
威
は
竜

の
骨
一
揃
い
を
献
上
し
、
そ
の
次
第
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
奏
上
し
た
。

舒
州
桐
城
県
善
政
郷
の
民
の
胡
挙
の
家
の
庭
で
、
青
竜
が
戦
っ
て
死
ん
だ
。

そ
の
時
は
四
月
で
、
ま
だ
ま
ぶ
し
が
庭
に
並
べ
て
あ
っ
た
。
突
然
雲
と
雷

が
沸
き
起
こ
り
、
雲
の
中
か
ら
何
か
が
ぶ
つ
か
る
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。

血
が
薄
酒
の
雨
の
よ
う
に
ま
ぶ
し
の
上
に
降
り
注
い
だ
が
、
血
は
ま
ぶ
し

を
汚
す
こ
と
は
無
く
、
段
々
と
ぐ
る
ぐ
る
回
っ
て
集
ま
り
、
掌
の
上
に
載

せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
し
ば
ら
く
す
る
と
、
骨
に
染
み
こ
ん
で
痛
い

ほ
ど
冷
た
く
な
っ
た
。
最
初
、
竜
は
尾
を
地
面
に
引
き
ず
っ
て
い
た
が
、

米
の
と
ぎ
汁
を
入
れ
た
桶
の
周
り
を
回
る
と
、
体
を
持
ち
上
げ
て
雲
に
入

ろ
う
と
し
た
。
降
っ
て
き
た
雨
は
皆
米
の
と
ぎ
汁
で
あ
っ
た
。

　

竜
が
死
ん
だ
の
で
解
剖
し
た
と
こ
ろ
、
喉
に
大
き
な
で
き
物
が
あ
っ
た
。

竜
は
身
の
丈
十
数
尺
（
一
尺
＝
三
一
．
一
㎝
）、
胴
体
と
尾
が
全
身
の
半

分
ず
つ
を
占
め
て
い
た
。
尾
は
幅
が
狭
く
て
薄
く
、
鱗
と
ひ
れ
は
魚
の
よ

う
で
あ
っ
た
。
長
さ
二
丈
（
六
．
二
二
四
ｍ
）
ほ
ど
の
髭
が
あ
り
、
足
は

赤
い
膜
に
覆
わ
れ
て
い
た
。
二
本
の
角
は
そ
れ
ぞ
れ
長
さ
二
丈
（
六
．
二

二
四
ｍ
）
で
、
腹
は
で
こ
ぼ
こ
し
て
い
た
。

　

そ
の
時
、
大
雲
倉
使
を
派
遣
し
て
こ
の
竜
を
州
の
役
所
に
送
ら
せ
る
こ

と
し
た
が
、
肉
が
重
く
て
全
て
を
持
ち
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

そ
こ
で
数
十
個
に
切
り
分
け
、
車
に
乗
せ
て
役
所
に
運
ん
だ
の
で
あ
る
。

○
52
「
華
陰
湫
」

〔
本
文
〕

　

唐
咸
通
九
年
春
、
華
陰
縣
南
十
里
餘
、
一
夕
風
雷
暴
作
。
有
龍
移
湫
、

自
遠
而
至
。
先
其
崖
岸
高
、
無
貯
水
之
處
、
此
夕
徙
開
數
十
丈
。
小
山
東

西
直
南
北
、
峰
巒
草
樹
、
一
無
所
傷
。
碧
波
廻
塘
、
湛
若
疏
鑿
。
京
洛
行

旅
、
無
不
枉
道
就
觀
。
有
好
事
者
、
自
輦
轂
蒲
津
、
相
率
而
至
。
車
馬
不

絶
音
、
逮
於
累
日
。

　

京
城
南
靈
應
臺
有
三
娘
湫
、
與
炭
谷
相
近
。
水
波
澄
明
、
莫
測
深
淺
。

毎
秋
風
搖
落
、
常
有
草
木
之
葉
、
飄
於
其
上
。
雖
片
葉
纖
芥
、
必
飛
禽
銜

而
去
。
禱
祈
者
多
致
花
鈿
錦
綺
之
類
、
啓
視
投
之
、
欻
然
而
沒
。

　

乾
符
初
、
有
朝
士
數
人
、
同
遊
於
終
南
山
。
遂
及
湫
所
、
因
話
靈
應
之

事
。
其
閒
不
信
者
、
試
以
木
石
投
之
、
尋
有
巨
魚
躍
出
波
心
。
鱗
甲
如
雪
。

俄
而
風
雨
晦
暝
、
車
馬
幾
爲
暴
水
所
漂
。
爾
後
人
愈
敬
伏
、
莫
有
犯
者
。

（
出
『
劇
談
録
』）

〔
訓
読
〕

　

唐
の
咸
通
九
年
春
、
華
陰
県
の
南
十
里
余
、
一
夕
風
雷
暴に
は

か
に
作お

こ

る
。
竜
の
湫
を
移
る
有
り
、
遠
き
よ
り
し
て
至
る
。
先
に
其
の
崖
岸
高

く
し
て
、
水
を
貯た
く
は

ふ
る
の
処
無
き
に
、
此
の
夕
徙う
つ

り
開
く
こ
と
数
十
丈
。

小
山
東
西
よ
り
南
北
に
直あ
た

る
ま
で
、
峰
巒
草
樹
、
一
の
傷
つ
く
る
所
無

し
。
碧
波
塘
を
廻め
ぐ

り
、
湛
ふ
る
こ
と
疏
鑿
す
る
が
若
し
。
京
洛
の
行
旅
、

道
を
枉ま

げ
て
就つ

き
観
ざ
る
無
し
。
事
を
好
む
者
有
り
、
輦
轂
蒲
津
よ
り
、

相
率ひ
き

ゐ
て
至
る
。
車
馬
音
を
絶
た
ず
、
累
日
に
逮お
よ

ぶ
。

　

京
城
の
南
霊
応
臺
に
三
娘
湫
有
り
、
炭
谷
と
相
近
し
。
水
波
澄
明
に
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し
て
、
深
浅
を
測
る
莫
し
。
秋
風
の
揺
落
す
る
毎
に
、
常
に
草
木
の
葉
有

り
て
、
其
の
上
に
飄
る
。
片
葉
繊
芥
と
雖
も
、
必
ず
飛
禽
銜ふ
く

み
て
去
る
。

禱
祈
す
る
者
多
く
花
鈿
錦
綺
の
類
を
致
し
、
啓
視
し
て
之
を
投
ぜ
ば
、

欻
然
と
し
て
没
す
。

　

乾
符
の
初
め
、
朝
士
数
人
有
り
、
同
に
終
南
山
に
遊
ぶ
。
遂
に
湫
所
に

及
び
、
因
り
て
霊
応
の
事
を
話
す
。
其
の
間
の
信
ぜ
ざ
る
者
、
試
み
に
木

石
を
以
て
之
に
投
ぜ
ば
、
尋つ

い
で
巨
魚
の
波
心
に
躍
り
出
づ
る
有
り
。
鱗

甲
雪
の
如
し
。
俄
か
に
し
て
風
雨
晦
暝
し
、
車
馬
幾ほ
と
ん

ど
暴
水
の
漂
は

す
所
と
為
ら
ん
と
す
。
爾
後
人
愈い
よ

い
よ
敬
伏
し
、
犯
す
者
有
る
莫
し
。

〔
語
注
〕

○
華
陰
縣　

県
名
。
現
在
の
陝
西
省
華
陰
市
。
五
岳
の
一
つ
、
西
岳
華
山

が
あ
る
こ
と
で
有
名
。
○
湫　

池
。
水
た
ま
り
。
○
京
洛　

天
子
の
都
。

京
師
。
こ
こ
で
は
長
安
の
こ
と
。
○
輦
轂　

皇
帝
の
乗
る
車
。
転
じ
て
都

の
こ
と
。
○
蒲
津　

渡
し
場
の
名
。
山
西
省
永
済
市
に
あ
り
、
陝
西
省
渭

南
市
大
茘
県
に
渡
る
。
蒲
坂
津
、
夏
陽
津
と
も
い
う
。
○
京
城　

天
子
の

都
。「
京
師
」
に
同
じ
。
○
靈
應
臺　

終
南
山
の
峰
の
名
。
上
に
仏
塔
が

あ
っ
た
。
白
居
易
に
「
登
霊
応
台
北
望
」（『
白
居
易
氏
集
校
注
』
巻
二
十

五
）
が
あ
り
、
謝
思
煒
注
に
『
長
安
志
』
巻
十
一
「
万
年
県
」
を
引
い
て

「
靈
應
臺
竝
下
院
共
九
處
、
去
縣
六
十
里
、
竝
在
終
南
山
。
陸
長
源
『
辨

疑
志
』
曰
、
長
安
城
南
四
十
里
、
有
靈
母
谷
、
俗
呼
爲
炭
谷
。
入
谷
五
里

有
惠
炬
寺
、
寺
南
澗
水
縁
崖
側
一
十
八
里
至
峰
、
謂
靈
應
臺
。
臺
上
置
塔
、

塔
中
觀
世
音
菩
薩
鐵
像
、
像
是
六
軍
散
將
安
太
淸
鑄
造
。」（
霊
応
臺
並

び
に
下
院
共
に
九
処
、
県
を
去
る
こ
と
六
十
里
、
並
び
に
終
南
山
に
在

り
。
陸
長
源
『
辨
疑
志
』
に
曰
く
、「
長
安
城
の
南
四
十
里
に
、
霊
母
谷

有
り
、
俗
に
呼
び
て
炭
谷
と
為
す
。
谷
に
入
る
こ
と
五
里
に
恵
炬
寺
有
り
、

寺
の
南
の
澗
水 

崖
側
に
縁
る
こ
と
一
十
八
里
に
し
て
峰
に
至
る
、
霊
応

臺
と
謂
ふ
。
臺
上
に
塔
を
置
き
、
塔
中
に
観
世
音
菩
薩
の
鉄
像
あ
り
、
像

は
是 

六
軍
散
将
安
太
清
の
鋳
造
す
る
と
こ
ろ
」
と
。）
と
い
う
。
○
三
娘

湫　

池
の
名
か
。
通
行
本
『
劇
談
録
』
は
「
三
娘
子
湫
」
に
作
る
。
○
炭

谷　

前
掲
「
靈
應
臺
」
注
を
参
照
。
ま
た
『
玄
怪
録
』
巻
七
「
張
左
」
や

『
逸
史
』「
馬
士
良
」（『
太
平
広
記
』
巻
六
十
九
「
女
仙
」
部
引
）
に
も
「
炭

谷
湫
」
の
名
が
見
え
る
。
○
啓
視　
「
啓
」「
視
」
と
も
に
見
る
意
。
○
終

南
山　

現
在
の
陝
西
省
西
安
市
の
南
南
西
に
在
る
名
山
。
唐
の
都
長
安
に

近
い
こ
と
か
ら
、
文
人
達
が
遊
ぶ
場
所
で
あ
る
と
共
に
、
隠
者
の
住
ま
う

所
と
し
て
知
ら
れ
た
。
○
『
劇
談
録
』　

唐
・
康
軿
の
撰
。
康
軿
は
字
は

駕
言
、
池
州
の
人
。
乾
符
五
年
（
八
七
八
）
の
進
士
で
、
翌
乾
符
六
年

（
八
七
九
）
に
は
博
学
宏
詞
科
に
及
第
し
て
い
る
。『
劇
談
録
』
序
文
に
拠

れ
ば
、
康
軿
が
こ
の
書
を
記
し
た
の
は
乾
寧
二
年
（
八
九
五
）
の
こ
と
。

通
行
本
は
二
巻
だ
が
、『
崇
文
総
目
』『
宋
史
』
藝
文
志
等
は
二
巻
、『
新

唐
書
』
藝
文
志
及
び
『
郡
斎
読
書
志
』
等
は
三
巻
と
す
る
。『
太
平
広
記
』

に
三
十
三
話
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
話
は
巻
上
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

唐
の
咸
通
九
年
（
八
六
八
）
春
、
華
陰
県
の
南
十
数
里
（
一
里
＝
五
五

九
．
八
ｍ
）
で
、
あ
る
晩
風
と
雷
が
急
に
沸
き
起
こ
っ
た
。
竜
が
遠
く
か

ら
池
を
移
動
し
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
そ
こ
の
断
崖
は
高
く
て
水
を
貯

え
る
よ
う
な
所
は
無
か
っ
た
の
だ
が
、
こ
の
晩
数
十
丈
（
一
丈
＝
三
．
一
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一
ｍ
）
開ひ
ら

け
た
。
小
山
は
東
西
南
北
ど
こ
も
山
の
嶺
や
草
木
に
は
傷
一
つ

付
い
て
い
な
か
っ
た
。
青
い
波
が
堤
を
巡
り
、
ま
る
で
人
が
開
鑿
し
た
か

の
よ
う
に
水
を
湛
え
て
い
た
。
都
に
遊
ぶ
者
は
道
中
こ
こ
に
寄
り
道
し
な

い
者
は
無
か
っ
た
。
物
好
き
な
者
は
都
や
蒲
津
か
ら
連
れ
立
っ
て
や
っ
て

来
た
。
馬
車
の
音
は
絶
え
る
こ
と
無
く
、
連
日
続
い
た
。

　

都
の
南
の
霊
応
台
に
三
娘
湫
と
い
う
池
が
あ
り
、
炭
谷
と
近
か
っ
た
。

水
は
澄
み
切
っ
て
い
て
、
深
さ
は
分
か
ら
な
か
っ
た
。
秋
風
が
木
々
を
揺

ら
す
毎
に
木
の
葉
が
水
面
に
舞
い
落
ち
る
が
、
葉
の
ひ
と
か
け
ら
や
些
細

な
ご
み
で
あ
っ
て
も
、
必
ず
鳥
が
銜
え
て
飛
び
去
る
の
だ
っ
た
。
祈
り
を

捧
げ
る
者
の
多
く
が
花
の
釵
や
錦
な
ど
を
持
っ
て
来
て
、
よ
く
見
て
投
げ

込
む
と
、
急
に
沈
ん
で
し
ま
う
の
だ
っ
た
。

　

乾
符
年
間
（
八
七
四
～
八
七
九
）
の
初
め
、
数
人
の
役
人
達
が
一
緒
に

終
南
山
に
遊
ん
だ
。
そ
う
し
て
池
の
所
に
や
っ
て
来
て
霊
験
に
つ
い
て
話

し
た
。
彼
ら
の
中
の
信
じ
な
い
者
が
試
し
に
木
や
石
を
投
げ
込
ん
だ
と
こ

ろ
、
ま
も
な
く
大
き
な
魚
が
池
の
中
央
に
跳
び
上
が
っ
た
。
鱗
は
雪
の
よ

う
に
真
っ
白
だ
っ
た
。
急
に
風
や
雨
が
沸
き
起
こ
っ
て
真
っ
暗
に
な
り
、

も
う
少
し
で
車
や
馬
が
大
水
に
流
さ
れ
て
し
ま
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
そ
れ

か
ら
は
人
々
は
ま
す
ま
す
敬
う
よ
う
に
な
り
、
悪
さ
を
す
る
者
は
い
な
く

な
っ
た
。

○
53
「
崔
道
樞
」

〔
本
文
〕

　

唐
中
書
舍
人
韋
顏
、
子
壻
崔
道
樞
擧
進
士
者
屢
屢
。
一
年
春
下
第
、
歸

寧
漢
上
所
居
。
因
井
渫
、
得
鯉
魚
一
頭
長
五
尺
。
鱗
鬣
金
色
、
其
目
光
射

人
。
衆
視
異
於
常
魚
、
令
僕
者
投
于
江
中
。
道
樞
與
表
兄
韋
氏
、
密
備
鼎

俎
、
烹
而
食
之
。
經
信
宿
、
韋
得
疾
暴
卒
。

　

有
碧
衣
使
人
引
至
府
舍
、
廨
宇
頗
甚
嚴
肅
。
既
入
門
、
見
廳
事
有
女
子

戴
金
翠
冠
、
着
紫
繍
衣
、
據
案
而
坐
。
左
右
侍
者
皆
黄
衫
巾
櫛
、
如
宮
内

之
飾
。
有
一
吏
人
從
後
執
簿
領
出
、
及
軒
陛
閒
、
付
雙
環
靑
衣
、
置
于
繍

衣
案
上
。
吏
引
韋
生
東
廡
曹
署
、
理
殺
魚
之
状
。
韋
引
過
。
道
樞
云
、「
非

某
之
罪
。」
吏
曰
、「
此
雨
龍
也
。
若
潛
伏
於
江
海
湫
湄
、
雖
爲
人
所
食
、

即
從
而
可
辨
矣
。
但
昨
者
得
之
於
井
中
、
崔
氏
與
君
又
非
愚
昧
、
殺
而
食

之
。
但
難
獲
免
。
然
君
且
還
、
試
與
崔
君
廣
爲
佛
道
功
德
、
庶
幾
稍
減
其

過
。
自
茲
浹
旬
、
當
復
相
召
。」
韋
忽
然
而
寤
、
且
以
所
説
、
話
於
親
屬
、

命
道
樞
具
述
其
事
。
道
樞
雖
懷
憂
迫
、
亦
未
深
信
。
纔
及
旬
餘
、
韋
生
果

歿
。
韋
乃
道
樞
之
姑
子
也
。

　

數
日
後
、
寄
魂
於
母
云
、「
已
因
殺
魚
獲
罪
、
所
至
之
地
、
即
水
府
。

非
久
當
受
重
譴
。
可
急
修
黄
籙
道
齋
、
尚
冀
得
寬
刑
辟
。
表
弟
之
過
亦
成

矣
。
今
夕
當
自
知
其
事
。」
韋
母
泣
告
道
樞
。
及
暝
、
昏
然
而
寢
、
復
見

碧
衣
人
引
至
公
署
。
倶
是
韋
氏
之
所
述
。
俄
有
吏
執
黑
紙
丹
文
書
字
、
立

道
樞
於
屏
側
、
疾
趨
而
入
。
俄
見
繍
衣
擧
筆
而
書
訖
、
吏
接
之
而
出
、
令

道
樞
覽
之
。
其
初
云
、「
崔
道
樞
官
至
三
品
、
壽
至
八
十
。」
後
有
判
云
、

「
所
害
雨
龍
、
事
關
天
府
、
原
之
不
可
。
案
罪
急
追
、
所
有
官
爵
、
竝
皆

削
除
、
年
亦
減
一
半
。」

　

時
道
樞
冬
季
、
其
母
方
修
崇
福
力
、
纔
及
春
首
、
抱
疾
數
日
而
終
。
時

崔
妻
孥
咸
在
京
師
、
韋
顏
備
述
其
事
。
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舊
傳
虁
及
牛
渚
磯
是
水
府
。
未
詳
道
樞
所
至
何
許
。（
原
闕
出
處
。
陳

校
作
出
『
劇
談
録
』）

〔
訓
読
〕

　

唐
の
中
書
舎
人
韋
顔
、
子
婿
の
崔
道
枢
進
士
に
挙
げ
ら
る
る
こ
と
屢し
ば

屢し
ば

。
一
年
の
春
下
第
し
、
漢
上
の
居
る
所
に
帰
寧
す
。
井せ
い

渫せ
つ

す
る
に
因

り
て
、
鯉
魚
一
頭
の
長た
け

五
尺
な
る
を
得
。
鱗り
ん

鬣れ
ふ

金
色
に
し
て
、
其
の
目

光
人
を
射
る
。
衆
常
魚
に
異
な
れ
る
を
視
て
、
僕
者
を
し
て
江
中
に
投

ぜ
し
む
。
道
枢
と
表
兄
韋
氏
と
、
密
か
に
鼎
俎
を
備
へ
、
烹に

て
之
を
食
ら

ふ
。
信
宿
を
経
、
韋
疾
を
得
て
暴に
は

か
に
卒
す
。

　

碧
衣
有
り
て
人
を
し
て
引
き
て
府
舎
に
至
ら
し
め
、
廨
宇　
頗
る
甚
だ

厳
粛
な
り
。
既
に
門
に
入
り
、
見
る
に　
庁
事
に
女
子
有
り
て
金
翠
冠
を

戴
せ
、
紫
繍
衣
を
着
、
案
に
拠
り
て
坐
す
。
左
右
の
侍
者　
皆
黄
衫
巾
櫛

に
し
て
、
宮
内
の
飾
の
如
し
。
一
吏
人
有
り　
後
よ
り
簿
領
を
執
り
て
出

で
、
軒
陛
の
間
に
及
び
、
双
環
の
青
衣
に
付
し
、
繍
衣
の
案
上
に
置
か
し

む
。
吏　
韋
生
を
東
廡
の
曹
署
に
引
き
、
魚
を
殺
す
の
状
を
理を
さ

む
。
韋　
過と
が

を
引
く
。
道
枢
云
ふ
、「
某
の
罪
に
非
ず
」
と
。
吏
曰
く
、「
此　
雨
竜
な

り
。
若
し
江
海
湫
湄
に
潜
伏
せ
ば
、
人
の
食
ら
ふ
所
と
為
ら
ん
と
す
と
雖

も
、
即
ち
従
ひ
て
辨
ず
べ
し
。
但
だ
昨さ
き

は
之
を
井
中
に
得
れ
ば
、
崔
氏
と

君
と
又
た
愚
昧
に
非
ざ
る
に
、
殺
し
て
之
を
食
ら
ふ
。
但
だ
免
る
る
を
獲

る
は
難
し
。
然
れ
ど
も
君　
且し
ば
ら

く
還
り
、
試
み
に
崔
君
と
広
く
仏
道
の
功

徳
を
為
し
、
稍
く
其
の
過
を
減
ぜ
ん
こ
と
を
庶こ
ひ

幾ね
が

へ
。
茲こ
れ

よ
り
浹
旬
、
当

に
復
た
相
召
す
べ
し
」
と
。
韋　
忽
然
と
し
て
寤さ

め
、
且
つ
説
か
る
る
所

を
以
て
、
親
属
に
話
し
、
道
枢
に
命
じ
て
具
さ
に
其
の
事
を
述
べ
し
む
。

道
枢　
憂
迫
を
懐い
だ

く
と
雖
も
、
亦
た
未
だ
深
く
は
信
ぜ
ず
。
纔わ
づ

か
に
旬
余

に
及
び
、
韋
生　
果
し
て
歿し

す
。
韋
は
乃
ち
道
枢
の
姑
子
な
り
。

　

数
日
の
後
、
魂
を
母
に
寄
せ
て
云
ふ
、「
已
に
魚
を
殺
し
て
罪
を
獲
た

る
に
因
り
、
至
る
所
の
地
は
、
即
ち
水
府
な
り
。
久
し
く
当
に
重
譴
を
受

く
べ
き
に
非
ず
。
急
ぎ
黄
籙
道
斎
を
修
し
、
尚
ほ
刑
辟
を
寛ゆ
る

さ
る
る
を
得

ん
こ
と
を
冀
ふ
べ
し
。
表
弟
の
過
も
亦
た
成
れ
り
。
今
夕　
当
に
自
ら
其

の
事
を
知
る
べ
し
」
と
。
韋
の
母　
泣
き
て
道
枢
に
告
ぐ
。
暝
に
及
び
、

昏
然
と
し
て
寝
ぬ
る
に
、
復
た
碧
衣
の
人
の
引
き
て
公
署
に
至
ら
し
む
る

を
見
る
。
倶
に
是　
韋
氏
の
述
ぶ
る
所
な
り
。
俄
か
に
吏
有
り
て
黒
紙
丹

文
書
字
を
執
り
、
道
枢
を
屏
側
に
立
た
し
め
、
疾
趨
し
て
入
る
。
俄
か
に

見
る
に
繍
衣
の
筆
を
挙
げ
て
書
き
訖
は
り
、
吏　
之
に
接
し
て
出
で
、
道

枢
を
し
て
之
を
覧み

し
む
。
其
の
初
め
に
云
ふ
、「
崔
道
枢　
官　
三
品
に
至

り
、
寿　
八
十
に
至
る
」
と
。
後
に
判
有
り
て
云
ふ
、「
害
す
る
所
の
雨
竜
、

事　
天
府
に
関
す
れ
ば
、
之
を
原ゆ
る

す
は
不
可
な
り
。
罪
を
案
じ
て
急
追
し
、

有
す
る
所
の
官
爵
、
並
び
に
皆
削
除
し
、
年
も
亦
た
一
半
を
減
ず
」
と
。

　

時
に
道
枢　
冬
の
季す
ゑ

に
し
て
、
其
の
母　
方は
じ

め
て
福
力
を
修
崇
す
る
も
、

纔わ
づ

か
に
春
の
首は
じ

め
に
及
び
、
疾
を
抱
く
こ
と
数
日
に
し
て
終
は
る
。
時
に

崔
の
妻
孥　
咸
京
師
に
在
り
、
韋
顔　
備つ
ぶ

さ
に
其
の
事
を
述
ぶ
。

　

旧
伝
に
虁き

及
び
牛
渚
磯
は
是　
水
府
な
り
と
。
未
だ
道
枢
の
至
る
所
の

何い
づ
こ許

な
る
か
を
詳
ら
か
に
せ
ず
。

〔
語
注
〕

○
中
書
舍
人　

官
名
。
中
書
省
は
天
子
に
代
わ
っ
て
政
策
を
立
案
し
、
詔

勅
を
起
草
す
る
役
所
と
し
て
三
省
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
中
で
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令
・
侍
郎
に
次
ぐ
職
務
で
あ
る
。
給
仕
中
が
実
質
的
に
門
下
省
の
中
核
を

担
う
重
職
と
し
て
扱
わ
れ
た
よ
う
に
、
詔
勅
起
草
の
任
に
直
接
当
た
る
中

書
舎
人
も
重
職
と
さ
れ
、「
給
舎
」
と
併
称
さ
れ
た
。
○
韋
顏　

未
詳
。

○
崔
道
樞　

未
詳
。
○
鱗
鬣　

う
ろ
こ
と
ひ
れ
。「
鬣
」
は
魚
や
竜
の
顎

の
横
に
あ
る
小
ひ
れ
。
○
黄
衫　

若
者
の
着
る
黄
色
で
華
美
な
服
装
。
○

巾
櫛　

手
ぬ
ぐ
い
と
櫛
。
身
の
回
り
の
世
話
の
道
具
。
○
簿
領　

書
き
記

し
た
帳
簿
。
○
軒
陛　

広
間
の
入
り
口
の
階
段
。
○
東
廡　

広
間
の
東
の

脇
部
屋
。
○
引
過　

罪
を
認
め
る
。「
引
」
は
過
失
を
自
分
に
帰
す
る
こ

と
。
○
湫
湄　
「
湄
」
は
ほ
と
り
、
き
し
、
み
ぎ
わ
。
水
辺
の
地
。
○
即

從
而
可
辨
矣　

こ
の
一
句
、
意
味
が
取
り
に
く
い
。
陸
昕
・
郭
力
弓
・
任

徳
山
主
編
『
白
話
太
平
広
記
』（
北
京
燕
山
出
版
社 

一
九
九
三
年
）
は
「
则

很
容
易
分
辨
出
杀
鱼
之
人
是
明
知
其
为
龙
而
杀
之
。」
と
訳
し
、
高
光
・

王
小
克
・
汪
洋
主
編
『
文
白
対
照
全
訳
太
平
広
記
』（
天
津
古
籍
出
版
社 

一
九
九
四
年
）
は
「
其
实
可
以
看
出
它
不
是
凡
品
。」
と
訳
し
、「
辨
」（
区

別
す
る
）
の
対
象
が
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
丁
玉
琤
等
主
編
『
白
話
太
平

広
記
』（
河
北
教
育
出
版
社 

一
九
九
五
年
）
は
「
并
无
所
怨
。」
と
訳
す
。

な
お
津
逮
秘
書
本
は
「
即
無
從
而
辨
矣
。」
に
作
る
。
○
浹
旬　

十
日
間
。

十
干
の
甲
か
ら
癸
に
至
る
十
日
間
を
一
巡
り
す
る
意
。
○
姑
子　

姑
（
父

の
姉
妹
）
の
子
。
○
黄
籙
道
齋　

道
教
の
儀
式
の
名
。「
三
籙
斎
」
の
一

つ
で
、
死
者
の
供
養
を
目
的
と
す
る
。
○
刑
辟　

刑
罰
。「
辟
」
も
刑
の

意
。
○
表
弟　

父
の
兄
弟
の
子
以
外
の
従
弟
。
父
の
姉
妹
の
年
下
の
男
子

や
、
母
の
兄
弟
姉
妹
の
年
下
の
男
子
。「
表
」
は
異
姓
の
親
戚
の
意
。
○

官
至
三
品　
「
三
品
」
は
一
品
か
ら
九
品
ま
で
の
官
位
の
第
三
番
目
。
三

品
以
上
は
い
わ
ゆ
る
高
官
で
あ
り
、「
公
卿
」
と
称
さ
れ
る
。
唐
代
の
宰

相
職
と
さ
れ
る
中
書
令
・
門
下
侍
中
な
ど
は
正
三
品
の
官
で
あ
る
。
○
時

道
樞
冬
季　

こ
の
一
句
も
意
味
が
取
り
に
く
い
。
陸
昕
・
郭
力
弓
・
任
徳

山
主
編
『
白
話
太
平
広
記
』（
北
京
燕
山
出
版
社
一
九
九
三
年
）
は
「
时

在
冬
季
」
と
訳
し
、
高
光
・
王
小
克
・
汪
洋
主
編
『
文
白
対
照
全
訳
太
平

広
記
』（
天
津
古
籍
出
版
社
一
九
九
四
年
）
は
「
当
时
崔
道
枢
去
的
时
候

正
处
在
冬
季
」
と
訳
し
、
丁
玉
琤
等
主
編
『
白
話
太
平
広
記
』（
河
北
教

育
出
版
社
一
九
九
五
年
）
は
「
崔
道
枢
当
死
于
冬
天
」
と
訳
す
。
○
舊

傳
虁
及
牛
渚
磯
是
水
府
未
詳
道
樞
所
至
何
許　

こ
の
文
で
は
「
虁
」
は
場

所
の
よ
う
だ
が
、
通
常
は
一
本
足
の
獣
の
名
。
東
海
の
七
千
里
沖
に
あ
る

流
波
山
に
住
ん
で
お
り
、
水
に
入
る
と
風
雨
が
起
こ
る
と
い
う
。『
山
海

経
』
大
荒
東
経
に
「
東
海
中
有
流
波
山
、
入
海
七
千
里
。
其
上
有
獸
、
状

如
牛
、
蒼
身
而
無
角
、
一
足
。
出
入
水
則
必
風
雨
。
其
光
如
日
月
、
其
聲

如
雷
。
其
名
曰
虁
。
黄
帝
得
之
、
以
其
皮
爲
鼓
、
橛
以
雷
獸
之
骨
、
聲
聞

五
百
里
、
以
威
天
下
。」（
東
海
中
に
流
波
山
有
り
、
海
に
入
る
こ
と
七
千

里
。
其
の
上
に
獣
有
り
、
状
牛
の
如
く
、
蒼
身
に
し
て
角
無
く
、
一
足
。

出
で
て
水
に
入
ら
ば
則
ち
必
ず
風
雨
あ
り
。
其
の
光
日
月
の
如
く
、
其

の
声
雷
の
如
し
。
其
の
名
を
虁
と
曰
ふ
。
黄
帝
之
を
得
、
其
の
皮
を
以

て
鼓
を
為
し
、
橛く
ひ

は
雷
獣
の
骨
を
以
て
せ
ば
、
声
五
百
里
に
聞
こ
え
、

以
て
天
下
に
威
あ
り
。）
と
あ
る
。
或
い
は
地
名
。
現
在
の
重
慶
市
北
東

部
に
あ
っ
た
州
。『
報
応
録
』「
乾
符
僧
」（『
太
平
広
記
』
巻
百
十
二
「
報

応
」
部
所
引
）
に
、
唐
の
乾
符
間
に
あ
る
僧
侶
が
白
帝
城
に
船
を
停
泊
さ

せ
た
際
、
水
面
に
現
れ
た
許
道
坤
と
い
う
男
が
現
れ
、
自
分
は
唐
の
初
め
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に
虁
の
牧
と
な
っ
た
が
、
悪
政
を
行
っ
た
が
為
に
報
い
を
受
け
て
三
千
年

間
こ
の
灩え
ん

預よ

堆た
い

の
竜
王
と
な
る
罰
を
受
け
た
、
と
語
る
話
が
あ
る
。
灩
預

堆
は
瞿
塘
峡
に
あ
る
難
所
で
あ
り
、
瞿
塘
峡
は
別
名
虁
峡
と
も
い
う
。

「
牛
渚
磯
」
は
現
在
の
安
徽
省
馬
鞍
山
市
の
長
江
東
岸
。「
采
石
磯
」
と
も

言
う
。
晋
の
温
嶠
が
牛
渚
磯
の
水
中
か
ら
音
楽
が
聞
こ
え
て
く
る
の
を
不

審
に
思
っ
て
犀
の
角
に
火
を
付
け
て
照
ら
し
た
と
こ
ろ
、
奇
怪
な
容
貌
を

し
た
者
が
い
た
。
そ
の
夜
、
温
嶠
は
「
何
故
よ
そ
の
世
界
を
の
ぞ
き
見
た

の
か
。」
と
言
わ
れ
る
夢
を
見
て
、
程
な
く
亡
く
な
っ
た
と
い
う
。『
異

苑
』
巻
七
「
燃
犀
照
渚
」
に
「
晉
温
嶠
至
牛
渚
磯
、
聞
水
底
有
音
樂
之
聲
。

水
深
不
可
測
、
傳
言
下
多
怪
物
。
乃
燃
犀
角
而
照
之
。
須
臾
、
見
水
族
覆

火
、
奇
形
異
状
、
或
乘
馬
車
著
赤
衣
幘
。
其
夜
夢
人
謂
曰
、「
與
君
幽
明

道
隔
、
何
意
相
照
耶
。」
嶠
甚
惡
之
、
未
幾
卒
。」（
晋
の
温
嶠 

牛
渚
磯
に

至
り
、
水
底
に
音
楽
の
声
有
る
を
聞
く
。
水 

深
き
こ
と
測
る
べ
か
ら
ず
、

下
に
怪
物
多
し
と
伝
言
す
。
乃
ち
犀
角
を
燃
や
し
て
之
を
照
ら
す
。
須
臾

に
し
て
、
水
族 

火
を
覆
ひ
、
奇
形
異
状
、
或
い
は
馬
車
に
乗
り
て
赤
衣

幘
を
著
く
る
を
見
る
。
其
の
夜 

夢
に
人 

謂
ひ
て
曰
く
、「
君
と
幽
明

道
隔
た
る
に
、
何
の
意
あ
り
て
相
照
ら
す
か
」
と
。
嶠
甚
だ
之
を
悪に
く

み
、

未
だ
幾
い
く
ば
く

な
ら
ず
し
て
卒
す
。）
と
あ
る
。
○
『
劇
談
録
』　

唐
・
康
軿
の

撰
。
康
軿
は
字
は
駕
言
、
池
州
の
人
。
乾
符
五
年
（
八
七
八
）
の
進
士
で
、

翌
乾
符
六
年
（
八
七
九
）
に
は
博
学
宏
詞
科
に
及
第
し
て
い
る
。『
劇
談

録
』
序
文
に
拠
れ
ば
、
康
軿
が
こ
の
書
を
記
し
た
の
は
乾
寧
二
年
（
八
九

五
）
の
こ
と
。
通
行
本
は
二
巻
だ
が
、『
崇
文
総
目
』『
宋
史
』
藝
文
志
等

は
二
巻
、『
新
唐
書
』
藝
文
志
及
び
『
郡
斎
読
書
志
』
等
は
三
巻
と
す
る
。

『
太
平
広
記
』
に
三
十
三
話
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
話
は
巻
下
に
収
め

ら
れ
て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

唐
の
中
書
舎
人
韋
顔
の
娘
婿
の
崔
道
枢
は
、
何
度
も
進
士
に
挙
げ
ら
れ

た
（
が
及
第
し
な
か
っ
た
）。
あ
る
年
の
春
に
落
第
し
、
漢
水
の
ほ
と
り

の
実
家
に
帰
省
し
た
。
井
戸
を
浚
っ
た
と
こ
ろ
、
長
さ
五
尺
（
一
．
五
五

五
ｍ
）
の
鯉
を
一
匹
捕
ま
え
た
。
鱗
も
鰭
も
金
色
で
、
そ
の
眼
光
は
人
を

射
抜
か
ん
ば
か
り
だ
っ
た
。
人
々
は
こ
の
鯉
が
普
通
の
魚
と
は
違
っ
て
い

る
の
を
見
て
、
召
し
使
い
に
川
の
中
に
投
げ
込
む
よ
う
に
言
い
つ
け
た
。

し
か
し
道
枢
と
い
と
こ
の
韋
氏
は
こ
っ
そ
り
調
理
用
具
を
用
意
し
て
、
煮

て
食
べ
て
し
ま
っ
た
。
二
、
三
日
経
つ
と
、
韋
氏
は
病
に
か
か
っ
て
急
死

し
て
し
ま
っ
た
。

　

碧
衣
を
着
た
人
が
彼
を
役
所
に
連
れ
て
行
っ
た
が
、
そ
の
建
物
は
非
常

に
威
厳
の
あ
る
も
の
だ
っ
た
。
門
に
入
る
と
、
広
間
に
は
金
と
翡
翠
で
で

き
た
冠
を
戴
せ
、
紫
の
刺
繍
の
施
さ
れ
た
衣
を
着
、
机
に
寄
り
か
か
っ
て

座
っ
た
女
性
が
い
た
。
左
右
の
侍
者
は
皆
黄
色
の
華
美
な
衣
を
着
て
手
ぬ

ぐ
い
と
櫛
を
手
に
し
、
宮
中
の
装
い
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
役
人
が
一
人
、

後
ろ
か
ら
帳
簿
を
手
に
し
て
出
て
来
る
と
、
広
間
の
入
り
口
の
階
段
の
辺

り
ま
で
や
っ
て
来
て
総
角
の
侍
女
に
渡
し
、
刺
繍
の
衣
の
人
の
机
の
上
に

置
か
せ
た
。
役
人
は
韋
生
を
東
の
脇
部
屋
の
部
署
に
引
き
渡
し
、
魚
を
殺

し
た
罪
状
を
裁
い
た
。
韋
は
罪
を
認
め
た
が
、
道
枢
は
「
私
の
罪
で
は
な

い
。」
と
答
え
た
。
役
人
は
「
こ
れ
は
雨
竜
で
あ
る
。
も
し
川
や
海
、
池

な
ど
に
潜
ん
で
い
た
な
ら
ば
、
人
が
食
べ
よ
う
と
し
た
と
し
て
も
す
ぐ
に
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竜
で
あ
る
事
が
分
か
る
。
し
か
し
先
日
は
井
戸
の
中
で
捕
ま
っ
て
し
ま
っ

た
の
で
、
崔
と
お
前
は
愚
か
者
で
も
あ
る
ま
い
に
、
殺
し
て
食
べ
て
し

ま
っ
た
。
こ
の
罪
を
免
れ
る
こ
と
は
難
し
い
。
し
か
し
お
前
は
し
ば
ら
く

人
間
界
に
戻
り
、
試
み
に
崔
君
と
と
も
に
広
く
仏
道
の
功
徳
を
施
し
、
そ

の
罪
業
を
減
ら
せ
る
よ
う
に
願
う
が
良
い
。
こ
れ
か
ら
十
日
後
、
き
っ
と

ま
た
召
喚
す
る
ぞ
。」
と
言
っ
た
。
韋
は
突
然
目
を
覚
ま
し
て
言
わ
れ
た

こ
と
を
親
族
に
話
し
、
道
枢
に
も
あ
っ
た
こ
と
を
詳
し
く
語
ら
せ
た
。
道

枢
は
憂
い
と
焦
り
を
感
じ
て
は
い
た
が
、
あ
ま
り
信
じ
て
い
な
か
っ
た
。

し
か
し
十
日
ほ
ど
経
っ
た
と
こ
ろ
で
、
韋
生
は
確
か
に
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

韋
生
は
道
枢
の
い
と
こ
で
あ
る
。

　

数
日
後
、（
韋
生
は
）
魂
を
母
の
と
こ
ろ
に
現
し
て
言
っ
た
、「
魚
を
殺

し
て
罪
を
獲
た
こ
と
で
、
連
れ
て
行
か
れ
た
の
は
水
府
で
す
。
重
い
責
め

を
長
く
受
け
続
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
す
ぐ
に
も
黄
籙
道
斎
を
修
め
、

さ
ら
に
刑
罰
か
ら
許
さ
れ
る
よ
う
に
願
っ
て
く
だ
さ
い
。
い
と
こ
の
道
枢

の
罪
も
成
立
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
晩
き
っ
と
自
身
で
知
る
こ
と
に
な

る
で
し
ょ
う
。」
韋
の
母
は
泣
き
な
が
ら
道
枢
に
告
げ
た
。
日
が
暮
れ
る

と
、
道
枢
は
頭
が
ぼ
ん
や
り
し
て
寝
て
し
ま
い
、
ま
た
碧
衣
の
人
に
連
れ

ら
れ
て
役
所
に
行
っ
た
。
韋
生
が
言
っ
た
と
お
り
で
あ
っ
た
。
突
然
役
人

が
黒
い
紙
に
赤
い
字
の
文
章
を
手
に
し
て
、
道
枢
を
衝
立
の
側
に
立
た
せ

て
お
い
て
、
走
っ
て
入
っ
て
行
っ
た
。
刺
繍
の
衣
の
人
が
筆
を
挙
げ
て
書

き
終
わ
る
と
、
役
人
は
そ
れ
を
受
け
取
っ
て
出
て
き
て
、
道
枢
に
見
せ
た
。

そ
の
文
章
の
初
め
に
は
「
崔
道
枢
は
官
は
三
品
に
至
り
、
寿
命
は
八
十
歳

に
至
る
。」
と
あ
っ
た
が
、
終
わ
り
に
は
「
雨
竜
を
殺
害
し
た
こ
と
は
天

府
に
関
す
る
こ
と
が
ら
で
あ
り
、
許
す
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
罪
を
勘

案
し
て
厳
し
く
処
罰
す
る
。
手
に
入
れ
る
官
爵
は
全
て
剥
奪
、
寿
命
も
半

分
と
す
る
。」
と
判
決
が
書
い
て
あ
っ
た
。

　

道
枢
に
そ
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
は
冬
の
終
わ
り
で
、
彼
の
母
が

仏
門
の
功
徳
を
修
め
た
が
、
春
の
初
め
に
な
っ
た
ば
か
り
の
頃
、
道
枢
は

病
に
か
か
っ
て
数
日
で
亡
く
な
っ
た
。
ち
ょ
う
ど
崔
の
妻
子
は
み
な
都
に

居
り
、
韋
顔
は
詳
し
く
そ
の
事
を
語
っ
た
。

　

古
い
言
い
伝
え
に
「
虁
峡
と
牛
渚
磯
は
水
府
で
あ
る
。」
と
あ
る
。
道

枢
が
行
っ
た
水
府
が
ど
こ
で
あ
っ
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
。

○
54
「
金
龍
子
」

〔
本
文
〕

　

唐
昭
宗
文
德
二
年
正
朔
御
武
德
殿
、
有
紫
氣
出
於
昭
德
殿
東
隅
、
鬱
鬱

如
煙
。
令
大
内
留
後
司
尋
其
所
出
、
得
金
龍
子
一
枚
、
長
五
寸
許
。
群
臣

稱
賀
。
帝
曰
、「
朕
不
以
金
龍
爲
祥
瑞
、
以
偃
息
干
戈
爲
祥
瑞
。
卿
等
各

宜
盡
忠
、以
體
朕
懷
。」
門
下
奏
、請
改
文
德
二
年
爲
龍
紀
元
年
。（
出
『
大

唐
雜
記
』）

〔
訓
読
〕

　

唐
の
昭
宗　
文
徳
二
年
正
朔　
武
徳
殿
に
御
す
る
に
、
紫
気
の
昭
徳
殿
の

東
隅
よ
り
出
づ
る
有
り
、
鬱
鬱
と
し
て
煙
の
如
し
。
大
内
留
後
司
を
し
て

其
の
出
ず
る
所
を
尋
ね
し
む
る
に
、
金
竜
子
一
枚
の
、
長た
け

五
寸
許ば
か
り

な
る

を
得
。
群
臣　
賀
と
称
す
。
帝
曰
く
、「
朕　
金
竜
を
以
て
祥
瑞
と
為
さ
ず
、

干
戈
を
偃
息
す
る
を
以
て
祥
瑞
と
為
す
。
卿
等　
各お
の

お
の
宜
し
く
忠
を
尽
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く
し
、
以
て
朕
が
懐お
も

ひ
を
体
す
べ
し
」
と
。
門
下　
奏
し
、
文
徳
二
年
を

改
め
て
竜
紀
元
年
と
為
さ
ん
こ
と
を
請
ふ
。

〔
語
注
〕

○
唐
昭
宗　

八
六
七
～
九
〇
四
。
在
位
八
八
八
～
九
〇
四
。
名
は
曄
、
懿

宗
の
第
七
子
。
唐
の
第
二
十
代
皇
帝
。
兄
僖
宗
が
崩
御
し
た
た
め
宦
官
に

推
さ
れ
て
十
一
歳
で
即
位
し
た
が
、
節
度
使
や
宦
官
の
勢
力
争
い
に
翻
弄

さ
れ
、
朱
全
忠
の
部
下
に
よ
っ
て
殺
さ
れ
た
。
○
武
德
殿　

宮
殿
の
名
。

長
安
太
極
宮
両
儀
殿
の
東
に
あ
り
、
東
宮
と
隣
り
合
っ
て
い
た
。
前
に
武

徳
門
、
左
右
に
東
西
門
が
あ
っ
た
。
太
極
宮
の
中
の
重
要
な
宮
殿
の
一
つ

で
、
昭
宗
は
嘗
て
こ
こ
で
政
務
を
執
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
○
御　

皇

帝
が
臨
幸
す
る
こ
と
。
○
大
内
留
後
司　

官
職
名
と
思
わ
れ
る
が
、
未
詳
。

白
話
訳
は
み
な
原
文
の
ま
ま
。「
大
内
」
は
宮
中
の
こ
と
。「
留
後
司
」
に

似
た
名
前
の
官
職
と
し
て
は
、「
留
守
」
が
あ
る
が
、
皇
帝
が
都
を
離
れ

る
際
に
都
に
留
ま
り
、
留
守
の
こ
と
を
統
括
す
る
官
。
○
門
下　

門
下
省

の
こ
と
。
三
省
の
一
つ
で
、
中
書
省
が
起
草
し
た
勅
命
の
審
議
と
承
認
や

差
し
戻
し
を
行
い
、
政
務
の
実
権
を
握
っ
た
。
○
『
大
唐
雜
記
』　

未
詳
。

『
太
平
広
記
』
に
は
こ
の
一
条
し
か
引
か
れ
て
い
な
い
。
周
次
吉
『
太
平

広
記
人
名
書
名
索
引
』（
芸
文
印
書
館
一
九
七
三
年
）
は
杜
宝
『
大
業
雑

記
』
の
誤
り
か
と
い
う
。
た
だ
し
こ
の
話
は
現
行
の
『
大
業
雑
記
』
に
は

含
ま
れ
て
お
ら
ず
、
内
容
的
に
も
大
業
年
間
の
こ
と
を
載
せ
る
『
大
業
雑

記
』
と
は
時
代
が
合
わ
な
い
。

〔
訳
文
〕

　

唐
の
昭
宗
の
文
徳
二
年
（
八
八
九
）
元
日
、
昭
宗
が
武
徳
殿
に
お
出
ま

し
に
な
っ
た
際
、
煙
の
よ
う
な
紫
の
気
が
盛
ん
に
昭
徳
殿
の
東
の
隅
か
ら

湧
き
出
て
き
た
。
大
内
留
後
司
に
そ
の
出
て
き
た
と
こ
ろ
を
調
べ
さ
せ
た

と
こ
ろ
、
五
寸
（
一
五
．
五
五
㎝
）
の
金
の
蜥
蜴
を
一
匹
捕
ま
え
た
。
家

臣
達
は
祝
賀
を
述
べ
た
が
、
昭
宗
は
「
私
は
金
の
蜥
蜴
を
祥
瑞
だ
と
は
思

わ
な
い
。
武
器
が
使
わ
れ
な
く
な
る
こ
と
を
祥
瑞
と
考
え
る
。
そ
な
た
達

は
そ
れ
ぞ
れ
忠
義
を
尽
く
し
、
我
が
思
い
を
自
分
の
も
の
と
せ
よ
。」
と

言
っ
た
。
門
下
省
の
役
人
は
文
徳
二
年
を
竜
紀
元
年
に
改
元
す
る
こ
と
を

奏
上
し
た
。

○
55
「
黄
馴
」

〔
本
文
〕

　

荊
州
當
陽
縣
倚
山
爲
廨
宇
、
内
有
井
極
深
。
井
中
有
龍
窠
、
旁
入
不
知

幾
許
。
欲
晴
霽
及
將
雨
、
往
往
有
雲
氣
自
井
而
出
。

　

唐
光
化
中
、
有
道
士
稱
自
商
山
來
。
入
井
中
、
取
龍
窠
及
草
藥
而
去
。

　

其
後
有
令
黄
馴
者
、
到
任
之
後
、
常
繋
馬
於
井
旁
。
滓
穢
流
漬
、
盡
入

於
井
中
。
或
有
譏
之
者
、
飾
辭
以
對
。
歳
餘
、
馴
及
馬
皆
瞽
。（
出
『
録

異
記
』）

〔
訓
読
〕

　

荊
州
当
陽
県　
山
に
倚よ

り
て
廨
宇
を
為
し
、
内
に
井
の
極
め
て
深
き
有

り
。
井
中
に
竜り
ゆ
う
く
わ窠

有
り
、
旁
入
す
る
こ
と
幾い
く

許ば
く

な
る
か
を
知
ら
ず
。
晴

霽
及
び
将
に
雨
ふ
ら
ん
と
欲
す
る
に
、
往
往
に
し
て
雲
気
の
井
よ
り
し
て

出
づ
る
有
り
。

　

唐
の
光
化
中
、
道
士
有
り　
商
山
よ
り
来
た
る
と
称
す
。
井
中
に
入
り
、
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竜
窠
及
び
草
薬
を
取
り
て
去
る
。

　

其
の
後　
令
の
黄く
わ
う
じ
ゆ
ん馴
な
る
者
有
り
、
任
に
到
る
の
後
、
常
に
馬
を
井

の
旁
ら
に
繋
ぐ
。
滓
穢　
流
漬
し
、
尽
く
井
中
に
入
る
。
或
い
は
之
を
譏そ
し

る
者
有
る
も
、
辞
を
飾
り
て
以
て
対こ
た

ふ
。
歳
余
に
し
て
、
馴
及
び
馬　
皆

瞽め
し
ひ

と
な
る
。

〔
語
注
〕

○
荊
州　

現
在
の
湖
北
省
荊
州
市
、
荊
門
市
一
帯
。
○
當
陽
縣　

県
名
。

現
在
の
湖
北
省
当
陽
市
。
○
廨
宇　

役
所
の
建
物
。
○
窠　

穴
の
中
に
あ

る
鳥
獣
の
巣
。
○
商
山　

山
の
名
。
陝
西
省
商
県
の
東
。
漢
代
、
四
皓（
東

園
公
・
甪
里
先
生
・
綺
里
季
・
夏
黄
公
）
の
隠
れ
た
場
所
と
し
て
知
ら
れ

る
。
○
黄
馴　

未
詳
。
○
飾
辭　

真
実
で
は
な
い
、
虚
偽
の
言
葉
。
○
瞽　

目
が
見
え
な
い
こ
と
。
○
『
録
異
記
』　

前
蜀
・
杜
光
庭
撰
。『
崇
文
総

目
』
等
に
拠
れ
ば
も
と
十
巻
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
現
在
の
通
行
本
は
八

巻
し
か
残
っ
て
い
な
い
。
現
行
本
は
百
三
十
七
話
を
内
容
別
に
分
類
し
、

巻
一
は
「
仙
」、
巻
二
は
「
異
人
」、
巻
三
は
「
忠
」「
孝
」「
感
応
」「
異

夢
」、
巻
四
は
「
鬼
神
」、
巻
五
は
「
竜
」「
異
虎
」「
異
亀
」「
異
黿
」「
異

蛇
」「
異
魚
」、巻
六
は
「
洞
」、巻
七
は
「
異
水
」「
異
石
」、巻
八
は
「
墓
」

を
収
録
し
て
い
る
。
こ
の
話
は
巻
五
「
竜
」
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

荊
州
当
陽
県
で
は
山
に
寄
り
添
っ
て
役
所
の
建
物
が
建
て
ら
れ
て
お

り
、
と
て
も
深
い
井
戸
が
あ
っ
た
。
井
戸
の
中
に
は
竜
の
巣
が
あ
り
、
横

穴
が
ど
れ
ほ
ど
延
び
て
い
る
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。
晴
れ
た
時
や
雨
が
降

り
そ
う
な
時
、
し
ば
し
ば
雲
気
が
井
戸
か
ら
湧
き
出
て
い
た
。

　

唐
の
光
化
年
間
（
八
九
八
～
九
〇
一
）、
商
山
か
ら
来
た
と
い
う
道
士

が
井
戸
の
中
に
入
っ
て
、
竜
の
巣
と
薬
草
を
取
っ
て
行
っ
た
。

　

そ
の
後
、
知
事
の
黄
馴
が
着
任
し
、
い
つ
も
馬
を
井
戸
の
側
に
つ
な
い

で
お
り
、
馬
の
糞
尿
が
染
み
て
井
戸
の
中
に
流
れ
込
ん
で
い
た
。
そ
の
事

を
注
意
す
る
者
も
い
た
が
、
馴
は
嘘
を
つ
い
て
返
答
し
て
い
た
。
一
年
ほ

ど
し
て
、
馴
と
馬
は
ど
ち
ら
も
目
が
見
え
な
く
な
っ
た
。

○
56
「
臨
漢
豕
」

〔
本
文
〕

　

邛
州
臨
漢
縣
内
有
湫
、
往
往
人
見
牝
豕
出
入
。
號
曰
母
猪
龍
湫
。

　

唐
天
復
四
年
、
蜀
城
大
旱
、
使
俾
守
宰
躬
往
靈
跡
求
雨
。
於
時
邑
長
具

牢
醴
、
命
邑
寮
（
寮
原
作
宰
。
據
陳
校
本
改
。）
偕
往
祭
之
。
三
奠
迨
終
、

乃
張
筵
於
湫
上
、
以
神
胙
客
。
坐
於
烈
日
、
舖
席
、
以
湫
爲
上
。
毎
酒
巡

至
湫
、則
捧
觴
以
獻
。
俟
雨
沾
足
、方
撤
此
筵
。
歌
吹
方
酣
、忽
見
湫（「
則

捧
觴
以
獻
」
至
「
忽
見
湫
」
二
十
字
原
闕
。
據
明
鈔
本
、
陳
校
本
補
。）

上
黑
氣
如
雲
。
氛
氳
直
上
、
狂
電
燁
然
、
玄
雲
陡
闇
、
雨
雹
立
至
。
令
長

與
寮
吏
、
鼓
舞
去
蓋
、
蒙
濕
而
歸
。
翌
日
、
此
一
境
雨
足
、
他
邑
依
然
赤

地
焉
。（
焉
字
原
空
闕
。
據
明
鈔
本
補
。）

　

夫
人
之
至
誠
、
則
龍
畜
亦
能
感
動
、
享
德
濟
旱
。
勿
謂
不
智
。（
出
『
北

夢
瑣
言
』）

〔
訓
読
〕

　

邛き
よ
う

州
臨
漢
県
内
に
湫
有
り
、
往
往
に
し
て
人 

牝ひ
ん

豕し

の
出
入
す
る
を
見

る
。
号
し
て
母
猪
竜
湫
と
曰
ふ
。
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唐
の
天
復
四
年
、
蜀
城
に
大
い
に
旱ひ
で
り

し
、
守
宰
を
し
て
躬み
づ
か

ら
霊
跡
に

往
き
て
雨
を
求
め
し
む
。
時
に
於
い
て
邑
長　
牢
醴
を
具そ
な

へ
、
邑
寮
に
命

じ
て
偕と
も

に
往
き
て
之
を
祭
ら
し
む
。
三
た
び
奠ま
つ

り
て
終
は
る
に
迨お
よ

び
、
乃

ち
筵
を
湫
上
に
張
り
、
神
胙
を
以
て
客
と
す
。
烈
日
に
坐
し
、
席
を
舗し

き
、

湫
を
以
て
上
と
為
す
。
酒
の
巡
り
て
湫
に
至
る
毎
に
、
則
ち
觴
を
捧
げ
て

以
て
献
ず
。
雨
沾
の
足
る
を
俟ま

ち
て
、
方は
じ

め
て
此
の
筵
を
撤
す
。
歌
吹　

方
に
酣
た
け
な
は

に
し
て
、
忽
ち
湫
上
に
黒
気
の
雲
の
如
き
を
見
る
。
氛ふ
ん

氳う
ん

と
し

て
直た
だ

ち
に
上
り
、
狂
電　
燁え
ふ

然ぜ
ん

と
し
て
、
玄
雲　
陡に
は

か
に
闇く
ら

く
し
て
、
雨
雹　

立
ち
ど
こ
ろ
に
至
る
。
令
長
と
寮
吏
と
、
鼓
舞
し
て
蓋
を
去
り
、
湿
を

蒙か
う
む

り
て
帰
る
。
翌
日
、
此
の
一
境　
雨　
足
る
も
、
他
邑　
依
然
と
し
て
赤

地
な
り
。

　

夫そ

れ
人
の
至
誠
、
則
ち
竜
畜
も
亦
た
能
く
感
動
せ
し
め
、
徳
を
享
け
旱

よ
り
済す
く

ふ
。
智
な
ら
ず
と
謂
ふ
勿
か
れ
。

〔
語
注
〕

○
邛
州　

現
在
の
四
川
省
邛
崍
市
一
帯
に
在
っ
た
州
。
○
臨
漢
縣　

未
詳
。

或
い
は
「
臨
溪
縣
」
の
誤
り
か
。
臨
渓
県
は
現
在
の
邛
崍
市
の
南
西
。
○

湫　

池
。
水
た
ま
り
。
○
豕　

い
の
こ
。
豚
の
総
称
。
○
母
猪
龍
湫　

未

詳
。
母
猪
は
雌
豚
の
こ
と
。「
牝
豕
」
に
同
じ
。
○
蜀
城　

蜀
州
の
州
都

を
言
う
か
。
蜀
州
は
現
在
の
四
川
省
中
央
部
一
帯
に
在
っ
た
州
。
邛
州
の

東
に
接
す
る
。
或
い
は
蜀
一
帯
の
都
城
を
ま
と
め
て
言
う
か
。
○
守
宰　

役
人
の
長
。
こ
こ
で
は
後
出
の
「
令
長
」
に
同
じ
で
、
県
令
の
こ
と
か
。

○
牢
醴　

牲
牛
を
具
え
て
賓
客
を
遇
す
る
礼
。
○
邑
寮　
「
寮
」
は
役
所
、

役
人
。
こ
こ
で
は
後
出
の
「
寮
吏
」
に
同
じ
で
、
邑
の
役
人
を
言
う
か
。

○
奠　

酒
食
を
供
え
て
祀
る
。
○
神
胙　

神
に
捧
げ
る
肉
。
○
氛
氳　

気

の
盛
ん
な
様
。
○
狂
電　

煌
め
き
狂
う
稲
妻
。
○
燁
然　

輝
く
様
。
○
赤

地　

土
地
が
丸
裸
に
な
る
こ
と
。「
赤
」
は
空
し
い
、
何
も
な
い
意
。
○

龍
畜　
「
畜
」
は
「
獸
」
に
通
じ
、
動
物
の
意
。
○
享
德　
「
享
」
は
当
た

る
、
受
け
る
、
応
ず
る
意
。
人
の
徳
に
感
応
し
て
竜
が
雨
を
降
ら
せ
る
こ

と
を
言
う
か
。
○
『
北
夢
瑣
言
』　

宋
の
孫
光
憲
の
撰
。
も
と
三
十
巻
で

あ
っ
た
ら
し
い
が
、
現
行
本
は
二
十
巻
。
主
と
し
て
唐
末
、
五
代
の
軼
事

を
載
せ
て
い
る
。
北
夢
の
称
は
光
憲
が
初
め
高
季
興
に
従
っ
て
荊
州
夢
沢

の
北
に
い
た
の
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
話
は
現
行
の
二
十
巻
に
は
無
く
、

民
国
の
繆
荃
孫
が
補
っ
た
『
北
夢
瑣
言
逸
文
』
巻
三
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

邛
州
臨
漢
県
に
は
池
が
あ
り
、
し
ば
し
ば
雌
豚
が
入
る
の
が
見
か
け
ら

れ
た
た
め
、「
母
猪
竜
湫
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
。

　

唐
の
天
復
四
年
（
九
〇
四
）、
蜀
の
都
市
は
大
干
魃
に
見
舞
わ
れ
た
た

め
、
県
令
達
に
自
ら
霊
験
あ
ら
た
か
な
場
所
に
出
向
い
て
雨
乞
い
を
さ
せ

る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
時
邑
長
は
供
え
物
を
揃
え
て
、
邑
の
役
人
に
命

じ
て
一
緒
に
祭
り
の
儀
式
を
行
わ
せ
た
。
三
度
祀
り
終
わ
る
と
、
そ
れ
か

ら
池
の
側
に
一
席
設
け
、
供
え
物
の
肉
を
客
と
し
て
遇
し
た
。（
自
分
達

は
）
強
い
日
差
し
の
元
に
座
り
、
蓆
を
敷
い
て
池
の
方
を
上
座
と
し
た
。

酒
が
巡
っ
て
池
の
番
に
な
る
た
び
に
、
杯
を
捧
げ
て
献
じ
た
。
雨
の
潤
い

が
充
分
に
な
っ
た
ら
、
こ
の
宴
席
を
辞
め
る
の
で
あ
る
。
歌
や
笛
が
盛
り

を
過
ぎ
た
頃
、
突
然
池
の
上
に
雲
の
よ
う
な
黒
い
気
が
沸
き
上
が
っ
た
。

も
く
も
く
真
っ
直
ぐ
に
立
ち
上
り
、
稲
妻
は
ぴ
か
ぴ
か
輝
き
、
黒
雲
は
急
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に
暗
く
立
ち
こ
め
、
雨
や
雹
が
突
然
降
り
出
し
た
。
県
令
と
役
人
達
は
踊

り
な
が
ら
傘
を
外
し
、
濡
れ
な
が
ら
帰
っ
て
行
っ
た
。
翌
日
、
こ
の
辺
り

だ
け
は
雨
が
充
分
に
な
っ
た
が
、
他
の
邑
は
依
然
と
し
て
荒
れ
地
で
あ
っ

た
。

　

そ
も
そ
も
人
の
至
誠
は
竜
と
い
う
動
物
さ
え
も
感
動
さ
せ
、
人
の
徳
に

応
じ
て
日
照
り
か
ら
救
わ
せ
る
事
が
で
き
る
。
智
で
な
い
と
は
言
え
ま
い
。

○
57
「
燒
龍
」

〔
本
文
〕

　

大
江
之
南
、
蘆
荻
之
閒
、
往
往
燒
起
龍
。
唐
天
復
中
、
澧
州
葉
源
村
民

鄧
氏
子
燒
畬
、
柴
草
積
於
天
井
。（
山
中
穴
也
。）
火
勢
既
盛
、
龍
突
出
、

騰
在
半
空
、
縈
帶
爲
火
所
燎
。
風
力
益
壯
、
狂
焔
彌
熾
、
擺
之
不
落
。
竟

以
仆
地
而
斃
。
長
亙
數
百
歩
。
村
民
徙
居
而
避
之
。

　

朱
梁
末
、
辰
州
民
向
氏
因
燒
起
一
龍
。
四
面
風
雷
急
雨
、
不
能
撲
滅
。

尋
爲
煨
燼
、
而
角
不
化
、
瑩
白
如
玉
。
向
氏
寶
而
藏
之
。
湖
南
行
軍
高
郁

酬
其
價
而
強
取
。
於
時
術
士
曰
、「
高
司
馬
其
禍
乎
。
安
用
不
祥
之
物
以

速
之
。」
俄
而
被
誅
。（
出
『
北
夢
瑣
言
』）

〔
訓
読
〕

　

大
江
の
南
、
芦
荻
の
間
、
往
往
に
し
て
焼
き
て
竜
を
起
こ
す
。
唐
の
天

復
中
、
澧
州
葉
源
村
の
民
鄧
氏
の
子 

畬よ

を
焼
か
ん
と
し
、
柴
草
も
て
天

井
に
積
む
。
火
勢 

既
に
盛
ん
に
し
て
、
竜 

突
出
し
、
騰あ
が

り
て
半
空
に
在

る
も
、
縈
帯
し
て
火
の
燎や

く
所
と
為
る
。
風
力 

益ま
す

ま
す
壮
、
狂
焔 

弥い
よ

い

よ
熾さ
か

ん
に
し
て
、
之
を
擺ふ
る

ふ
も
落
ち
ず
。
竟
に
以
て
地
に
仆た
ふ

れ
て
斃し

す
。

長た
け

数
百
歩
に
亘わ
た

る
。
村
民 

居
を
徙う
つ

し
て
之
を
避
く
。

　

朱
梁
の
末
、
辰
州
の
民
向
氏 

因
り
て
焼
き
て
一
竜
を
起
こ
す
。
四
面

に
風
雷
急
雨
あ
る
も
、
撲
滅
す
る
能
は
ず
。
尋つ

い
で
煨わ
い

燼じ
ん

と
為
る
も
、
角 

化
せ
ず
、
瑩ゑ
い

白は
く

な
る
こ
と
玉
の
如
し
。
向
氏 

宝
と
し
て
之
を
蔵
す
。
湖

南
行
軍
高
郁 

其
の
価
を
酬む
く

い
て
強し

ひ
て
取
る
。
時
に
於
い
て
術
士
曰
く
、

「
高
司
馬 

其
れ
禍
ひ
あ
ら
ん
か
。
安
ん
ぞ
不
祥
の
物
を
用
ひ
て
以
て
之
を

速
や
か
に
せ
ん
や
」
と
。
俄
か
に
し
て
誅
せ
ら
る
。

〔
語
注
〕

○
大
江　

長
江
の
こ
と
。
○
蘆
荻　

蘆
も
荻
も
、
水
辺
に
分
布
す
る
稲
科

の
植
物
。
○
澧
州　

現
在
の
湖
南
省
北
部
に
在
っ
た
州
。
洞
庭
湖
の
北
西

に
当
た
る
地
域
。
○
葉
源
村　

未
詳
。
○
畬　

焼
き
畑
。
雑
草
を
焼
き

払
っ
て
種
を
蒔
く
こ
と
。
○
天
井　

洞
窟
の
こ
と
か
。『
太
平
広
記
』
の

割
り
注
に
「
山
中
穴
也
。」（
山
中
の
穴
な
り
。）
と
あ
る
。
○
擺　

ふ
る
い

落
と
す
。
○
朱
梁　

五
代
最
初
の
王
朝
、
後
梁
（
九
〇
七
～
九
二
三
）
の

こ
と
。
朱
を
姓
と
す
る
の
で
、
朱
梁
と
い
う
。
軍
閥
の
首
領
朱
全
忠
が
九

〇
七
年
に
唐
の
昭
宣
帝
に
禅
譲
さ
せ
て
建
国
し
た
。
都
は
開
封
。
激
し
い

後
継
者
争
い
の
末
、
三
代
十
六
年
の
短
命
に
終
わ
っ
た
。
○
辰
州　

現
在

の
湖
南
省
北
西
部
に
在
っ
た
州
。
洞
庭
湖
の
西
に
当
た
る
地
域
。
澧
州
の

南
に
接
す
る
。
○
煨
燼　

焼
け
て
灰
と
な
る
こ
と
。
○
湖
南
行
軍　
「
行

軍
」
は
行
軍
司
馬
の
こ
と
。
観
察
使
の
下
僚
で
、
軍
事
を
司
る
副
使
的
な

役
割
を
果
た
す
。
湖
南
観
察
使
の
範
囲
は
、
現
在
の
湖
南
省
と
ほ
ぼ
同
じ
。

○
高
郁　

十
国
の
一
つ
、
湖
南
地
方
に
本
拠
地
を
持
つ
楚
に
仕
え
た
人
物

で
、『
五
代
史
』
巻
六
十
六
「
楚
世
家
」
に
後
に
楚
王
と
な
る
湖
南
観
察
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使
馬
殷
の
配
下
と
し
て
高
郁
の
名
が
見
え
る
。
馬
殷
の
次
子
馬
希
声
の
時
、

高
郁
の
才
を
恐
れ
た
荊
南
の
高
季
興
の
策
略
で
、
讒
言
に
よ
っ
て
死
を
賜

る
。
高
郁
が
亡
く
な
っ
た
の
は
九
二
九
年
の
こ
と
。
○
司
馬　

前
掲
の

「
湖
南
行
軍
」
注
を
参
照
。
○
『
北
夢
瑣
言
』　

宋
の
孫
光
憲
の
撰
。
も
と

三
十
巻
で
あ
っ
た
ら
し
い
が
、
現
行
本
は
二
十
巻
。
主
と
し
て
唐
末
、
五

代
の
軼
事
を
載
せ
て
い
る
。
北
夢
の
称
は
光
憲
が
初
め
高
季
興
に
従
っ
て

荊
州
夢
沢
の
北
に
い
た
の
に
よ
っ
て
い
る
。
こ
の
話
は
現
行
の
二
十
巻
に

は
無
く
、
民
国
の
繆
荃
孫
が
補
っ
た
『
北
夢
瑣
言
逸
文
』
巻
三
に
収
め
ら

れ
て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

長
江
の
南
、
蘆
や
荻
が
生
え
て
い
る
所
で
は
、
し
ば
し
ば
火
を
付
け
て

竜
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
っ
た
。
唐
の
天
復
年
間
（
九
〇
一
～
九
〇
四
）、

澧
州
葉
源
村
の
民
鄧
氏
の
子
が
焼
き
畑
を
し
よ
う
と
し
て
、
柴
を
洞
窟
に

積
ん
で
火
を
付
け
た
。
火
の
勢
い
が
盛
ん
に
な
る
と
竜
が
飛
び
出
し
て
き

て
、
空
中
に
舞
い
上
が
っ
た
が
、
炎
が
体
に
ま
と
わ
り
つ
い
て
焼
か
れ
て

い
た
。
風
の
勢
い
は
ま
す
ま
す
強
く
な
り
、
燃
え
さ
か
る
炎
は
い
よ
い
よ

盛
ん
に
な
っ
て
、
火
を
ふ
る
い
落
と
そ
う
と
し
て
も
落
ち
な
い
。
と
う
と

う
地
面
に
落
ち
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
長
さ
は
数
百
歩
（
一
歩
＝
一
．
五

五
五
ｍ
）
に
も
及
ん
だ
。
村
人
は
住
居
を
移
動
し
て
禍
い
を
避
け
た
。

　

後
梁
の
末
年
、
辰
州
の
民
の
向
氏
は
火
を
付
け
て
竜
を
起
こ
し
た
。
四

方
に
風
や
雷
鳴
、
大
雨
が
沸
き
起
こ
っ
た
が
、
火
を
消
す
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
ま
も
な
く
竜
は
す
っ
か
り
灰
と
な
っ
た
が
、
角
だ
け
は
そ
の
ま

ま
で
、
玉
の
よ
う
に
真
っ
白
に
輝
い
て
い
た
。
向
氏
は
宝
と
し
て
こ
れ
を

持
ち
帰
っ
た
が
、
湖
南
行
軍
の
高
郁
が
代
価
を
払
っ
て
無
理
矢
理
召
し
上

げ
た
。
そ
の
時
術
士
が
「
高
司
馬
よ
、
き
っ
と
禍
い
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。

何
故
不
祥
の
物
を
用
い
て
禍
い
が
来
る
の
を
早
め
な
さ
る
の
か
。」
と

言
っ
た
。（
高
郁
は
）
突
然
誅
殺
さ
れ
た
。

○
58
「
柳
翁
」

〔
本
文
〕

　

天
祐
中
、
饒
州
有
柳
翁
常
乘
小
舟
釣
鄱
陽
江
中
。
不
知
其
居
處
妻
子
、

亦
不
見
其
飮
食
。
凡
水
族
之
類
、
與
山
川
之
深
遠
者
、
無
不
周
知
之
。
鄱

陽
人
漁
釣
者
、
咸
諮
訪
而
後
行
。

　

呂
師
造
爲
刺
史
、
修
城
掘
濠
。
至
城
北
則
雨
、
止
後
則
晴
。
或
問
柳
翁
。

翁
曰
、「
此
下
龍
穴
也
。
震
動
其
上
、
則
龍
不
安
而
出
穴
、
龍
出
則
雨
矣
。

掘
之
不
已
、
必
得
其
穴
、
則
霖
雨
方
將
爲
患
矣
。」
既
深
數
丈
、
果
得
方

木
長
數
十
尺
。
交
搆
疊
之
、
累
積
數
十
重
。
其
下
霧
氣
衝
人
、
不
可
入
而

止
。
其
木
皆
腥
涎
縈
之
。
刻
削
平
正
、
非
人
力
所
及
。
自
是
果
霖
雨
爲
患
。

　

呂
氏
諸
子
將
網
魚
于
鄱
陽
江
、
召
問
柳
翁
。
翁
指
南
岸
一
處
、「
今
日

唯
此
處
有
魚
。
然
有
一
小
龍
在
焉
。」
諸
子
不
信
、
網
之
、
果
大
獲
。
舟

中
以
巨
盆
貯
之
。
中
有
一
鱓
魚
長
一
二
尺
。
雙
目
精
明
、
有
二
長
鬚
、
繞

盆
而
行
。
群
魚
皆
翼
從
之
。
將
至
北
岸
、
遂
失
所
在
。
柳
翁
竟
不
知
所
終
。

（
出
『
稽
神
録
』）

〔
訓
読
〕

　

天
祐
中
、
饒
州
に
柳
翁
有
り　
常
に
小
舟
に
乗
り
て
鄱
陽
江
中
に
釣
る
。

其
の
居
処　
妻
子
を
知
ら
ず
、
亦
た
其
の
飲
食
を
見
ず
。
凡
そ
水
族
の
類
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と
、
山
川
の
深
遠
な
る
者
と
、
周あ
ま
ね

く
之
を
知
ら
ざ
る
は
無
し
。
鄱
陽
の

人
の
漁
釣
す
る
者
、
咸
諮
訪
し
て
後
に
行
く
。

　

呂
師
造　
刺
史
と
為
り
、
城
を
修
め
濠
を
掘
る
。
城
北
に
至
れ
ば
則
ち

雨
ふ
り
、
止
ま
り
て
後　
則
ち
晴
る
。
或
る
ひ
と
柳
翁
に
問
ふ
。
翁
曰
く
、

「
此
の
下
は
竜
穴
な
り
。
其
の
上
に
震
動
せ
ば
、
則
ち
竜　
安
ん
ぜ
ず
し

て
穴
よ
り
出
で
、
竜　
出
づ
れ
ば
則
ち
雨
ふ
る
。
之
を
掘
り
て
已や

ま
ざ
れ

ば
、
必
ず
其
の
穴
を
得
、
則
ち
霖
雨　
方ま

将さ

に
患
ひ
と
為
ら
ん
と
す
」
と
。

既
に
深
さ
数
丈
に
し
て
、
果
し
て
方
木
の
長
さ
数
十
尺
な
る
を
得
。
交
搆

し
て
之
を
畳か
さ

ね
、
累
積
す
る
こ
と
数
十
重
。
其
の
下　
霧
気　
人
を
衝つ

き
、

入
り
て
止
ま
る
べ
か
ら
ず
。
其
の
木　
皆　
腥せ
い

涎せ
ん　

之
に
縈め
ぐ

る
。
刻
削　
平
正

に
し
て
、
人
力
の
及
ぶ
所
に
非
ず
。
是
よ
り
果
し
て
霖
雨　
患
ひ
と
為
る
。

　

呂
氏
の
諸
子　
将
に
魚
に
鄱
陽
江
に
網
せ
ん
と
し
、
召
し
て
柳
翁
に
問

ふ
。
翁　
南
岸
の
一
処
を
指
し
、「
今
日　
唯
だ
此
処
の
み
魚
有
り
。
然
れ

ど
も
一
小
竜
の
在
る
有
り
」
と
。
諸
子　
信
ぜ
ず
、
之
に
網
す
れ
ば
、
果

し
て
大
い
に
獲
た
り
。
舟
中　
巨
盆
を
以
て
之
を
貯た
く
は

ふ
。
中
に
一
鱓
魚
の

長た
け

一
二
尺
な
る
有
り
。
双
目　
精
明
、
二
長
鬚
有
り
、
盆
を
繞め
ぐ

り
て
行
く
。

群
魚　
皆
之
に
翼
従
す
。
将
に
北
岸
に
至
ら
ん
と
す
る
に
、
遂
に
在
る
所

を
失
ふ
。
柳
翁　
竟
に
終
は
る
所
を
知
ら
ず
。

〔
語
注
〕

○
饒
州　

現
在
の
江
西
省
北
東
部
一
帯
。
○
鄱
陽
江　

未
詳
。
鄱
陽
湖
に

流
れ
込
む
川
か
。
鄱
陽
湖
は
江
西
省
の
北
境
に
あ
る
湖
。
も
と
は
彭
蠡
湖

と
い
っ
た
。
○
呂
師
造　

五
代
十
国
、
揚
州
の
人
。
太
祖
に
従
っ
て
淮
南

に
起
ち
、
天
祐
年
間
（
九
〇
四
～
九
〇
七
）
の
初
め
、
周
本
に
従
っ
て
衢

州
刺
史
陳
璋
を
助
け
て
浙
江
の
兵
と
戦
っ
て
功
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
は

功
績
が
挙
が
ら
ず
、
池
州
団
練
使
に
遷
さ
れ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
楚
が
鄂

州
を
攻
め
た
の
で
、
高
祖
は
呂
師
造
に
命
じ
て
防
が
せ
た
。
し
ば
ら
く
す

る
と
楚
兵
が
囲
み
を
解
い
た
の
で
、
呂
師
造
は
饒
州
刺
史
に
改
め
ら
れ
た
。

後
、
官
は
光
禄
大
卿
、
検
校
太
保
、
兼
御
史
大
卿
に
至
っ
た
。『
十
国
春

秋
』
巻
七
に
伝
が
あ
る
。
た
だ
し
郁
賢
皓
『
唐
刺
史
考
全
編
』（
安
徽
大

学
出
版
社
二
〇
〇
〇
年
）
は
「
江
南
・
池
州
」
の
項
に
「
唐
末
？
」
と

し
て
挙
げ
る
の
み
で
、
饒
州
刺
史
の
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
○
方
木　

並
ん
だ
木
。
○
鱓
魚　

タ
ウ
ナ
ギ
。
ウ
ナ
ギ
に
近
い
淡
水
魚
。
形
状
は
蛇

に
似
る
。
○
『
稽
神
録
』　

六
巻
。
宋
の
徐
鉉
（
九
一
六
～
九
九
一
）
の

撰
。
唐
末
五
代
の
異
聞
を
記
す
。
徐
鉉
は
『
太
平
広
記
』
編
纂
に
も
携

わ
っ
た
人
物
で
、『
稽
神
録
』
の
話
は
『
太
平
広
記
』
に
も
多
数
収
録
さ

れ
て
い
る
。
原
本
は
失
わ
れ
て
お
り
現
在
伝
わ
る
も
の
は
輯
本
で
あ
る
。

こ
の
話
は
巻
四
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

〔
訳
文
〕

　

天
祐
年
間
（
九
〇
四
～
九
〇
七
）、
饒
州
に
柳
翁
と
い
う
人
が
い
て
、

い
つ
も
小
舟
に
乗
っ
て
鄱
陽
江
で
釣
り
を
し
て
い
た
。
彼
の
住
処
や
妻
子

の
こ
と
は
誰
も
知
ら
ず
、
飲
食
す
る
と
こ
ろ
を
見
た
者
も
い
な
か
っ
た
。

あ
ら
ゆ
る
水
生
生
物
や
山
川
の
深
さ
や
遠
さ
な
ど
、
何
で
も
知
ら
な
い
こ

と
は
無
か
っ
た
。
鄱
陽
で
漁
や
釣
を
す
る
人
は
、
皆
彼
に
訊
ね
て
か
ら
出

か
け
る
の
で
あ
っ
た
。

　

呂
師
造
は
刺
史
と
な
り
、
城
壁
を
修
築
し
た
り
堀
を
掘
っ
た
り
し
た
。

工
事
が
城
の
北
側
に
及
ぶ
と
雨
が
降
り
、
止
め
る
と
晴
れ
た
。
あ
る
人
が
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ど
う
い
う
こ
と
か
柳
翁
に
訊
ね
る
と
、
柳
翁
は
「
こ
の
下
は
竜
穴
で
あ
る
。

そ
の
上
で
震
動
を
起
こ
す
と
、
竜
は
落
ち
着
か
な
く
な
っ
て
穴
か
ら
出
て

き
て
、
竜
が
出
て
く
る
と
雨
が
降
る
。
ず
っ
と
掘
り
続
け
れ
ば
き
っ
と
竜

穴
ま
で
届
き
、
長
雨
が
災
い
と
な
る
だ
ろ
う
。」
と
答
え
た
。
深
さ
数
丈

（
一
丈
＝
三
．
一
一
ｍ
）
ま
で
掘
っ
た
と
こ
ろ
で
、
確
か
に
長
さ
数
十
尺

（
一
尺
＝
三
一
．
一
㎝
）
の
並
ん
だ
木
々
が
出
て
き
た
。
組
み
合
わ
せ
て

積
み
上
げ
ら
れ
、
数
十
重
に
も
重
ね
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
下
か
ら
は
霧
が

人
に
向
か
っ
て
吹
き
出
し
て
い
て
、
中
に
入
っ
て
留
ま
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
そ
の
木
は
ど
れ
も
生
臭
い
よ
だ
れ
が
べ
っ
と
り
付
い
て
い
た
が
、

真
っ
平
ら
に
削
ら
れ
て
い
て
、
人
間
の
力
で
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
長
雨
が
降
っ
て
災
い
と
な
っ
た
。

　

呂
氏
の
子
達
が
鄱
陽
江
で
魚
を
網
で
捕
ま
え
よ
う
と
思
い
、
柳
翁
に
相

談
し
た
。
柳
翁
は
南
岸
の
あ
る
場
所
を
指
さ
し
、「
今
日
は
こ
こ
に
し
か

魚
は
い
ま
せ
ん
。
し
か
し
こ
こ
は
小
さ
な
竜
が
い
ま
す
。」
と
答
え
た
。

子
達
が
信
用
せ
ず
に
網
を
打
っ
た
と
こ
ろ
、
確
か
に
大
漁
で
あ
っ
た
。
舟

の
中
で
は
大
き
な
盥
に
魚
を
入
れ
て
お
い
た
。
そ
の
中
に
大
き
さ
一
、
二

尺
（
一
尺
＝
三
一
．
一
㎝
）
の
タ
ウ
ナ
ギ
が
い
た
。
両
目
は
は
っ
き
り
し

て
い
て
、
長
い
髭
が
二
本
あ
り
、
盥
の
中
を
ぐ
る
ぐ
る
泳
い
で
い
た
。
他

の
魚
達
は
皆
こ
れ
に
つ
き
従
っ
て
い
た
。
舟
が
北
岸
に
到
着
し
よ
う
と
し

た
頃
、
そ
の
ま
ま
魚
は
ど
こ
に
い
る
か
分
か
ら
な
く
な
っ
た
。
柳
翁
は
結

局
ど
こ
で
亡
く
な
っ
た
の
か
分
か
ら
な
い
。

（
続
）

元
原
稿
製
作
者
・
編
集
担
当
者

　

◎
○
屋
敷　

信
晴　
　
　
　

項　

青　
　
　

○
福
本　

睦
美

　
　
　

西
田　

則
子　
　
　
　

山
下　

宣
彦　
　

山
田　

尚
子

　
　
　

平
山　

千
加
子　
　
　

椎
原　

誠

（
○
は
編
集
担
当
者
、
◎
は
編
集
責
任
者
）
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